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特 集 第10回 国際アビリンピック　
フランス・メッス大会２０２３

この人を訪ねて「eスポーツ」が障害者の就労機会を広げる
株式会社ePARA 代表取締役　加藤大貴さん

編集委員が行く 精神科医療と一体化した就労支援で
個別プログラムを設定し、就労へつなぐ
医療法人社団三愛会三船病院（香川県）



開会式において、旗手の田中達也さんを先頭に入場する日本選手団

開会式の司会者2人と輪島会長（右）輪島忍・国際アビリンピック連合会長
による挨拶

アビリンピック・フランスの
ノエル・ロジェ会長による挨拶
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第10回 国際アビリンピック第10回 国際アビリンピック
フランス・メッス大会フランス・メッス大会
2023年3月22日（水）～25日（土）2023年3月22日（水）～25日（土）写真：官野 貴



「洋裁（基礎）」苑田愛美さん（熊本県）

「洋裁（応用）」山田美里さん（東京都）

27カ国・地域から322人の選手が参加し、技を競った

「家具（基礎）」深見尚生さん（神奈川県）

競技に臨む日本選手団。アビリス（右）もフランスに駆けつけた。勝利への決意を込めて

「ポスターデザイン」海藤航貴さん（宮城県）

競技会場には多くの見学者が訪れた

「家具（応用）」伊藤俊貴さん（愛知県）

「洋裁（基礎）」北村重雄さん（宮崎県）

「洋裁（応用）」穴水洋美さん（山梨県）

競技会場「メッスエキスポ」



「コンピュータプログラミング」伊敷学さん（沖縄県）

「電子機器組立」小倉怜さん（三重県） 「電子機器組立」島田美穂さん（三重県）

「機械CAD」篠孝忠さん（愛知県）

「データ処理」米田涼子さん（福岡県）

「ホームページ作成」佐藤知沙子さん（愛知県）

「機械CAD」木村信隆さん（千葉県）

「データ処理」中山太郎さん（熊本県）

「ホームページ作成」金子理沙さん（広島県）

「コンピュータプログラミング」
角田智活さん（青森県）

「英文ワープロ」佐藤翔悟さん（茨城県）「英文ワープロ」
山本巧さん（愛知県）



障害者と雇用

「働く広場」は、
障害者雇用の啓発・広
報を目的として、ルポ
ルタージュやグラビア
など写真を多く用いて、
障害者雇用の現場とそ
の魅力をわかりやすく
お伝えします。

◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

「新しい店舗で、新しい作業を一つずつ覚えながら作業している仲間の姿を描きました。とてもき
れいで明るいお店なので、きれいな色で明るい雰囲気を出せるよう意識しました。帽子や、持って
いるカップの袋、景色など濃淡の表現に苦労しました。受賞を聞いたときは、本当にうれしくて幸
せだなと思いました。今年もコンテストに応募しようと絵を描き始めています」
（令和４年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト 高校・一般の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞）
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選手を激励する
輪島忍当機構理事長代理（取材時）

選手代表挨拶を行った海藤航貴さん 赤坂東邸にて、秋篠宮皇嗣同妃両殿下にご接見いただいた
（写真提供：宮内庁）

シャルル・ド・ゴール空港に
到着した選手団

結団式の会場では加藤勝信厚生労働大臣からの
ビデオメッセージが流された

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下

ご
接
見
、
結
団
式

　

３
月
１８
日
（
土
）
午
後
、
日
本
選
手
団
は
、

紺
色
の
ス
ー
ツ
に
色
鮮
や
か
な
縞
模
様
の
ネ
ク

タ
イ
や
ス
カ
ー
フ
の
公
式
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身

を
包
み
、
赤
坂
御
用
地
の
赤
坂
東
邸
（
東
京
都

港
区
）
で
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

皇こ
う

嗣し

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

に
ご
接
見

い
た
だ
い
た
。
両
殿
下
は
選
手
一
人
ひ
と
り
か

ら
競
技
内
容
や
意
気
込
み
な
ど
を
聞
か
れ
て
い

た
。
選
手
代
表
挨
拶
を
行
っ
た
の
は
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
種
目
に
出
場
す
る
海か

い

藤と
う

航こ
う

貴き

さ
ん（
宮

城
県
）。「
個
別
に
お
話
し
し
た
際
に
は
、
ど
ん

な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
の
か
な
ど
を
聞
か
れ
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
挨
拶
の
言
葉
は
緊
張
で
息

が
詰
ま
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
穏
や
か
な

表
情
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
」。
殿
下
か

ら
は
「
有
意
義
な
滞
在
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

激
励
さ
れ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
品
川
の
ホ
テ
ル
で
結
団
式
が
行
わ

れ
た
。
来
賓
に
厚
生
労
働
省
の
宇う

野の

禎よ
し

晃て
る

人
材

開
発
統
括
官
付
参
事
官
、
菊き

く

地ち

政ま
さ

幸ゆ
き

人
材
開
発

統
括
官
付
特
別
支
援
室
長
ら
を
迎
え
た
な
か
、

日
本
選
手
団
の
団
長
を
務
め
る
輪わ

島じ
ま

忍し
の
ぶ

当
機
構

理
事
長
代
理
（
取
材
時
）
が
「
記
念
す
べ
き
第

１０
回
と
し
て
選
手
た
ち
も
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
参
加
し
、
よ
い
交
流
も
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日
本
の
代
表
と

し
て
誇
り
を
持
っ
て
、
日
ご
ろ
つ
ち
か
っ
た
技

能
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
激
励
。

加か

藤と
う

勝か
つ

信の
ぶ

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
「
昨
年
の
臨
時
国
会
で
障
害
者
雇

　「第10回国際アビリンピック」が、2023（令和5）年3月22日（水）〜25日（土）の4日間にわたり、フランス共和国
メッス（Metz）市で開催された。今大会の主催国フランスをはじめ、世界27の国と地域から総勢322人の選手が計44
の技能種目に参加。日本からは30人が17種目に出場し、8人がメダルを獲得した。その活躍の様子を紹介する。

用
促
進
法
を
改
正
し
、
多
様
な
就
労
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
方

が
特
性
や
能
力
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
職

場
環
境
の
整
備
な
ど
、
障
害
者
雇
用
の
質
の
向

上
を
目
ざ
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
」
と

話
し
た
う
え
で
、「
選
手
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を

通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
方
た
ち
が
習
得
し
て
い

る
技
能
に
対
す
る
企
業
や
一
般
の
方
た
ち
の
理

解
が
深
ま
り
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
国
の
選
手
た
ち
と
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

選
手
が
一
人
ず
つ
介
助
者
と
と
も
に
前
に
出
て
、

自
己
紹
介
と
大
会
に
向
け
た
一
言
を
述
べ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
た
。

い
ざ
フ
ラ
ン
ス
、
メ
ッ
ス
へ

　

１９
日
（
日
）
は
、
１
日
か
け
て
ホ
テ
ル
内
で

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
医
師
に
よ
る
健
康
面

談
、
班
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
種
目

に
よ
っ
て
、
新
た
に
必
要
に
な
っ
た
器
具
な
ど

を
購
入
す
る
た
め
外
出
す
る
選
手
た
ち
も
い
る

な
ど
慌
た
だ
し
い
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

２０
日
（
月
）、
選
手
の
ほ
か
介
助
者
、
医
師
、

看
護
師
、
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
、
国
際

審
査
員
、
当
機
構
職
員
な
ど
総
勢
１
１
２
人
の

選
手
団
は
、
羽
田
空
港
発
の
飛
行
機
で
約
１５
時

間
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー

ル
空
港
に
到
着
。
パ
リ
市
内
に
１
泊
後
、
大
会

会
場
の
あ
る
メ
ッ
ス
市
ま
で
バ
ス
で
約
６
時
間

か
け
て
移
動
し
た
。
こ
の
際
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー

第10回 国際アビリンピック
フランス・メッス大会２０２３

特 集特 集
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班ごとのミーティングが行われた 健康面談の様子

選手団はバスと車いす専用車に
分乗し、メッス市へと向かった

シャルル・ド・ゴール空港に
到着した選手団

結団式の会場では加藤勝信厚生労働大臣からの
ビデオメッセージが流された

介助者とともに
自己紹介する選手

特設食堂での食事風景

競技ごとに打合せが行われた メッス市内のホテルに
到着した選手団

会場内では設営作業が行われていた

競技が行われた「メッスエキスポ」

ル
ズ
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ラ
ン
テ
ス
ト
地
域
圏
予
選
」

が
同
時
開
催
だ
っ
た
た
め
、
い
っ
そ
う
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
側
に
よ
る
歓
迎
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
続
き
、
各
国
選
手
団
の
入
場
。
日
本

選
手
団
の
旗
手
を
務
め
た
の
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
種
目
出
場
の
田た

中な
か

達た
つ

也や

さ
ん（
新

潟
県
）。「
４
人
ほ
ど
立
候
補
し
た
人
が
い
て

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
ち
ま
し
た
。
先
導
役
は
緊
張

し
ま
し
た
が
、
大
会
に
来
た
実
感
が
湧
い
て
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス

の
ノ
エ
ル
・
ロ
ジ
ェ
会
長
ら
の
挨
拶
の
後
に
、

輪
島
忍
・
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
合
会
長
が

登
壇
。「
こ
の
第
１０
回
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
延
期
、
さ
ら
に
２
０
２
２
年
に
い
っ
た
ん

中
止
と
い
う
つ
ら
い
決
断
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
２7
の
国
と
地
域

か
ら
選
手
が
集
結
し
た
の
は
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
炎
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
世
界
の

意
思
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。
み
な
さ
ん
の
才
能
を

見
せ
る
と
き
が
き
ま
し
た
。
競
技
で
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
、
仲
間
と
と
も
に
す
ば
ら
し
い
と
き
を

の
選
手
と
介
助
者
は
専
用
車
に
分
乗
し
た
。

　

２２
日
（
水
）
午
前
中
は
、
競
技
別
に
担
当
の

言
語
通
訳
者
と
選
手
ら
が
顔
を
合
わ
せ
、
競
技

内
容
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
国
際

大
会
で
は
当
日
に
な
っ
て
競
技
の
細
か
い
条
件

な
ど
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
た
め
、

少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
競
技
に
臨
め
る
よ
う
念

入
り
な
打
合
せ
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
競
技
会
場
「
メ
ッ
ス
エ
キ
ス
ポ
」
の

見
学
も
行
っ
た
。
ホ
テ
ル
か
ら
バ
ス
で
２０
分
ほ

ど
の
同
会
場
で
は
、設
営
が
着
々
と
進
ん
で
い
た
。

会
場
内
の
特
設
食
堂
に
は
、
す
で
に
数
多
く
の

参
加
国
選
手
団
が
集
ま
り
、
日
本
人
選
手
の
な

か
に
も
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
列
に
並
び
な
が
ら
さ
っ

そ
く
フ
ラ
ン
ス
の
選
手
と
手
話
で
会
話
す
る
人

が
見
ら
れ
た
。

開
会
式

　

こ
の
日
の
夕
方
か
ら
、
メ
ッ
ス
市
街
地
に
あ

る「
メ
ッ
ス
ア
リ
ー
ナ
」で
開
会
式
が
開
か
れ
た
。

日
本
の
技
能
五
輪
に
あ
た
る
「
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
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開会式では、各国の選手たちに
大きな声援が送られた

田中さんを先頭に日本選手団の入場

「家具（応用）」伊藤俊貴さん（愛知県）

希望者による市街観光では、
メッス大聖堂を訪れた

機材の取扱いについて
審査員から説明を受ける選手ら

挨拶する在フランス日本国大使館の
安東義雄次席公使

「日本の夕べ」での一コマ。
楽しいひとときを過ごした

「洋裁（基礎）」苑田愛美さん（熊本県） 「洋裁（基礎）」北村重雄さん（宮崎県）

開会式および閉会式の会場となった
「メッスアリーナ」

開会式で旗手を務めた田中達也さん

過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
ま
す
」
な

ど
と
述
べ
た
。

日
本
の
夕
べ

　

２3
日
（
木
）
は
午
前
か
ら
あ
ら
た
め
て
競
技

会
場
に
向
か
い
、
競
技
ご
と
に
審
査
員
か
ら
説

明
を
受
け
た
り
事
前
準
備
を
し
た
り
し
た
。
夕

方
か
ら
は
メ
ッ
ス
市
街
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
「
日

本
の
夕
べ
」が
開
催
さ
れ
た
。参
加
し
た
在
フ
ラ
ン

ス
日
本
国
大
使
館
の
安あ

ん

東ど
う

義よ
し

雄お

次
席
公
使
は「
第

１０
回
を
迎
え
る
こ
の
国
際
大
会
は
日
本
が
発
祥

で
、
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
意
義
の
あ
る
大
会

で
す
。
み
な
さ
ん
が
い
ま
ま
で
つ
ち
か
っ
て
こ

ら
れ
た
技
術
や
技
能
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
際
交
流
も
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
」
と
乾
杯
の
挨
拶
を
し
た
。

競
技
１
日
目

　

２
日
間
に
わ
た
る
競
技
。
日
本
人
選
手
が
出

場
し
た
種
目
を
順
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

〈
家
具
（
応
用
）〉

　
支
給
さ
れ
た
木
材
を
使
い
、
扉
つ
き
の
コ
ン

ソ
ー
ル
テ
ー
ブ
ル
を
６
時
間
以
内
に
製
作
。
参

加
選
手
３
人
。
伊い

藤と
う

俊と
し

貴き

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、

ろ
う
学
校
在
籍
中
の
２
０
２
０
年
、
第
4０
回
全

国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
家
具
」
種
目
で
金
賞
を

受
賞
し
、
現
在
は
同
校
イ
ン
テ
リ
ア
科
の
教
員
。

生
徒
た
ち
か
ら
「
金
賞
を
目
ざ
し
て
」
と
送
り

出
さ
れ
て
き
た
そ
う
だ
。
競
技
前
に
「
ポ
イ
ン

ト
は
、
接
合
部
分
を
い
か
に
き
れ
い
に
仕
上
げ
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「ネイリスト」山下加代さん（東京都）「ネイリスト」荒山美夢さん（千葉県）「コンピュータ組立」
赤地和典さん（千葉県）

「ホームページ作成」
金子理沙さん（広島県）

「ホームページ作成」
佐藤知沙子さん（愛知県）

院
で
設
備
品
な
ど
の
修
理
を
担
当
す
る
。
競
技

後
、「
国
内
大
会
と
違
い
、
一
度
分
解
し
て
組
み

立
て
る
と
い
う
難
易
度
の
高
い
内
容
で
し
た
。

勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」と
語
る
一
方
、「
日

本
国
内
で
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦
す
る
人
が

増
え
て
ほ
し
い
で
す
。
知
名
度
を
高
め
、
地
域

で
も
っ
と
盛
り
上
が
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
競
技
に
も
、
驚
く
よ
う
な
能
力
の
あ
る

選
手
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
今
後
に
期
待
を
寄
せ
た
。

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
〉

　
提
供
デ
ー
タ
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や

機
能
を
備
え
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
６
時
間
で
作

成
。参
加
選
手
１3
人
。金か

ね

子こ

理り

沙さ

さ
ん（
広
島
県
）

は
、
勤
務
先
で
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
も

担
当
し
て
い
る
。「
準
備
時
間
が
足
り
ず
困
っ
て

い
た
が
、
職
場
の
み
ん
な
が
仕
事
を
調
整
し
て

く
れ
、練
習
で
き
た
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

最
後
ま
で
作
品
を
仕
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
。
市
役
所
勤
務
の

佐さ

藤と
う

知ち

沙さ

子こ

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、
１１
歳
の
子

ど
も
と
９
カ
月
に
な
る
子
ど
も
の
２
人
を
子
育

て
中
。
こ
の
大
会
中
は
、
母
と
義
母
が
交
代
で

子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
い
る
そ
う
だ
。「
職

場
で
は
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
続
け
、

結
果
を
出
し
た
こ
と
で
念
願
の
広
報
部
門
に
異

動
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
課
題
は
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
多
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
完
成
に
近
づ
け
る

よ
う
自
分
を
超
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
た
。
実
際
の
競
技
は
予
想
以
上
に
ハ
ー
ド

ル
が
高
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
２
人
は
揃
っ
て
「
よ

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
納
得
し
て
い
た
。

指
示
書
に
沿
っ

て
Ｏ
Ｓ
を
起
動

さ
せ
る
。
制
限

時
間
は
４
時
間

3０
分
。
参
加
選

手
１２
人
。
赤あ

か

地ち

和か
ず

典の
り

さ
ん
（
千

葉
県
）
は
、
勤

務
す
る
総
合
病

ら
れ
る
か
で
す
」
と
伝
え
て
く
れ
た
が
、
競
技

後
は
「
時
間
が
足
り
ず
最
後
ま
で
納
得
の
い
く

仕
上
げ
が
で
き
な
か
っ
た
。
悔
し
い
で
す
」。
そ

れ
で
も
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

〈
洋
裁
／
基
礎
（
国
内
大
会
で
は
縫
製
）〉

　
支
給
さ
れ
た
布
で
、
５
時
間
3０
分
以
内
に
規

定
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
つ
く
る
。
参
加
選
手
１０
人
。

北き
た

村む
ら

重し
げ

雄お

さ
ん
（
宮
崎
県
）
は
特
例
子
会
社
の

縫
製
部
門
で
働
い
て
１０
年
に
な
る
。「
１
週
間

前
に
具
体
的
な
課
題
が
伝
え
ら
れ
、
１
枚
だ
け

試
作
で
き
ま
し
た
。
指
導
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
メ
モ
に
し
て
、
自
分
で
手
順
を
考
え
な
が

ら
作
品
を
時
間
内
に
仕
上
げ
た
い
で
す
」。
苑そ

の

田だ

愛ま
な

美み

さ
ん
（
熊
本
県
）
は
、
日
ご
ろ
は
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
パ
ン

づ
く
り
、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
品
の
製
作
の
ほ
か
、

施
設
外
就
労
も
し
て
い
る
そ
う
だ
。「
こ
れ
ま
で

に
２
枚
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
つ
く
っ
て
自
信
を
つ
け

ま
し
た
。
競
技
で
は
型
紙
の
配
置
を
考
え
、
気

持
ち
を
集
中
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
た
。
課
題
は
予
想
以
上
に
む
ず
か
し
く
、
２

人
を
含
む
多
く
の
選
手
が
時
間
内
に
完
成
で
き

な
か
っ
た
。

〈
ネ
イ
リ
ス
ト
（
国
内
大
会
で
は
ネ
イ
ル
施
術
）〉

　
指
定
の
器
具
や
材
料
を
使
い
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
、

装
飾
的
な
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

ネ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
４
時
間
4０
分
以
内
に
施
す
。

参
加
選
手
４
人
。
日
本
か
ら
は
航
空
会
社
の
特

例
子
会
社
に
ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
勤
務
す
る
２

人
が
出
場
し
た
。
２
０
１
９
年
の
第
3９
回
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
ネ
イ
ル
施
術
」
種
目
で
金

賞
を
獲
っ
た
山や

ま

下し
た

加か

代よ

さ
ん
（
東
京
都
）
と
、

２
０
２
１
年
の
第
4１
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

同
種
目
で
金
賞
の
荒あ

ら

山や
ま

美み

夢む

さ
ん（
千
葉
県
）だ
。

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
施
術
し
て
き
た
経

験
も
活
か
し
、「
支
え
て
く
れ
た
周
り
の
人
に

感
謝
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
臨
み
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
た
２
人
。
当
日
に
な
っ
て
使
う
道

具
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
条
件

の
も
と
、
山
下
さ
ん
が
銀
メ
ダ
ル
、
荒
山
さ
ん

は
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

〈
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
組
立（
国
内
大
会
で
は
パ
ソ
コ
ン

組
立
）〉

　
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
知
識
を

用
い
て
パ
ソ
コ
ン
を
組
み
立
て
（
シ
ス
テ
ム
作

成
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
な
ど
）、
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「日本ブース」には、
多くの見学者が訪れた

「ポスターデザイン」
海藤航貴さん（宮城県）

「英文ワープロ」
山本巧さん（愛知県）

「英文ワープロ」
佐藤翔悟さん（茨城県）

「データ処理」
米田涼子さん（福岡県）

「写真撮影（屋外）」
大塚弘也さん（鹿児島県）

「写真撮影（屋外）」
小島未来さん（愛知県）

「データ処理」
中山太郎さん（熊本県）

ど
こ
ま
で
完
成
に
近
づ
け
る
か
で
す
ね
」
と
厳

し
い
表
情
。
米よ

ね

田だ

涼り
ょ
う

子こ

さ
ん（
福
岡
県
）も
、「
職

場
の
シ
ス
テ
ム
管
理
会
社
で
使
う
ソ
フ
ト
や
機

能
と
異
な
る
の
で
、
自
分
な
り
に
練
習
し
て
み

ま
し
た
が
、
時
間
内
に
で
き
て
い
な
い
の
が
不

安
で
す
」
と
も
ら
し
て
い
た
。
２
人
と
も
入
賞

は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
「
今
後
は
ほ
か
の
競
技

に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
」（
中
山
さ
ん
）、「
ま

た
が
ん
ば
り
ま
す
」（
米
田
さ
ん
）
と
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
い
た
。

〈
写
真
撮
影
（
屋
外
）〉

　
建
物
内
外
で
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
写
真

撮
影
を
行
い
、
専
門
的
な
画
像
処
理
ソ
フ
ト
で

処
理
す
る
。
今
回
は「
感
情
」を
テ
ー
マ
に
喜
び
・

怒
り
・
悲
し
み
・
恐
怖
・
嫌
悪
・
驚
き
の
６
枚

を
撮
影
。
制
限
時
間
は
６
時
間
。
参
加
選
手
１９

人
。
耳
が
不
自
由
な
小こ

島じ
ま

未み

来き

さ
ん
（
愛
知
県
）

は
、
特
例
子
会
社
の
業
務
部
門
で
書
類
の
電
子

化
を
担
当
し
て
い
る
。
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
写

真
に
興
味
を
持
ち
、
給
料
で
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

を
買
っ
た
そ
う
だ
。「
職
場
の
上
司
が
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
挑
戦
を
す
す
め
て
く
れ
ま
し
た
。
人
物

撮
影
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
会
社
の
人
に
協

力
し
て
も
ら
い
撮
影
の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
」。

地
元
ス
ー
パ
ー
に
勤
め
る
大お

お

塚つ
か

弘ひ
ろ

也や

さ
ん
（
鹿

児
島
県
）
は
、
養
護
学
校
在
籍
中
か
ら
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
参
加
。「
通
っ
て
い
る
教
室
の
先
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
の
調
整
な
ど
を
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
自
分

が
世
界
で
ど
こ
ま
で
輝
け
る
の
か
挑
戦
で
す
」。

会
場
を
歩
き
回
り
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
狙
い
、何
百
枚
も
の
画
像
か
ら
選
定
、加
工
・

印
刷
ま
で
終
え
た
こ
ろ
に
は
、
２
人
と
も
達
成

感
に
包
ま
れ
た
よ
い
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

〈
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン（
国
内
大
会
で
は
Ｄ
Ｔ
Ｐ
）〉

　
テ
キ
ス
ト
と
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
含
む
テ
ー

マ
（
メ
ッ
ス
開
催
の
熱
気
球
大
会
）
に
沿
っ
た

ポ
ス
タ
ー
を
６
時
間
以
内
に
パ
ソ
コ
ン
で
カ
ラ
ー

デ
ザ
イ
ン
す
る
。
参
加
選
手
１4
人
。
渡
航
前
に

選
手
代
表
挨
拶
を
行
っ
た
海
藤
航
貴
さ
ん
は
、

２
０
１
９
年
の
第
3９
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」
種
目
で
金
賞
受
賞
後
、
会
社
か
ら

独
立
し
、
今
は
大
手
出
版
社
か
ら
の
仕
事
も
受

け
る
な
ど
忙
し
い
日
々
。
海
藤
さ
ん
は
、「
仕
事

を
長
期
間
空
け
る
の
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、な
ん

と
か
調
整
し
ま
し
た
。
準
備
し
て
き
た
こ
と
を

出
し
切
っ
て
よ
い
作
品
を
仕
上
げ
た
い
で
す
」

と
臨
ん
だ
。
入
賞
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
経
験
は
必
ず
仕
事
に
も
活
か
せ
る
は
ず
だ
。

〈
英
文
ワ
ー
プ
ロ
（
国
内
大
会
で
は
ワ
ー
ド
・

プ
ロ
セ
ッ
サ
）〉

　

M

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

icrosoft W

ワ
ー
ド

ord

の
サ
ン
プ
ル
に
し
た
が
っ

て
指
定
文
書
を
２
時
間
3０
分
以
内
に
入
力
す
る
。

今
回
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
含
ま
れ
て
い
た
。
参
加

選
手
２０
人
。
佐さ

藤と
う

翔し
ょ
う

悟ご

さ
ん
（
茨
城
県
）
は
、

国
際
大
会
に
向
け
て
「
会
社
か
ら
外
国
語
用
の

キ
ー
ボ
ー
ド
を
用
意
し
て
も
ら
い
練
習
し
て
き

ま
し
た
。
職
場
の
人
達
か
ら
激
励
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
落
ち
着
い
て
臨
み
た
い
で
す
」。

山や
ま

本も
と

巧た
く
み

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、
日
ご
ろ
は
社
内

の
イ
ン
フ
ラ
や
Ｏ
Ａ
関
連
な
ど
サ
ー
バ
ー
管
理

な
ど
を
手
が
け
る
。「
国
際
大
会
の
選
手
に
選

ば
れ
、
社
長
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
１
５
０

分
の
長
丁
場
で
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
文
章
を
打

〈
デ
ー
タ
処
理（
国
内
大
会
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）〉

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）

を
使
っ
て
デ
ー
タ
処
理
ア
プ
リ
を
３
時
間
で
作

成
。
参
加
選
手
６
人
。
Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤
め
る
中な

か

山や
ま

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
熊
本
県
）
は
、「
具
体
的
な
課

題
が
公
表
さ
れ
た
の
が
１
週
間
ほ
ど
前
な
の
で
、

準
備
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
か
の
選

手
も
同
じ
条
件
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
後
は
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※特別賞：�所属する代表団のなかで最も高い点数を獲得した出場者に授与される賞

「日本ブース」には、
多くの見学者が訪れた

「大型車の運転シミュレーション」
運転席を模した筐体が見える

「フリースタイルチェア」の
試乗体験を行う見学者

「家具（基礎）」
深見尚生さん（神奈川県）

「洋裁（応用）」
山田美里さん（東京都）

「洋裁（応用）」
穴水洋美さん（山梨県）

段
あ
ま
り
手
が
け
な
い
組
み
つ
ぎ
の
特
殊
加
工

を
重
点
的
に
訓
練
し
て
き
た
そ
う
だ
。
競
技
後
、

「
カ
ン
ナ
の
調
子
が
悪
く
、
鋸

の
こ
ぎ
り

や
や
す
り
を
総
動

員
し
て
な
ん
と
か
時
間
内
に
仕
上
げ
ま
し
た
」

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
、
結
果
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。

〈
洋
裁
（
応
用
）〉

　
支
給
さ
れ
た
布
で
、
ベ
ル
ト
や
飾
り
が
つ
い

た
女
性
用
の
ケ
ー
プ
を
つ
く
る
。
競
技
時
間
は

６
時
間
。
参
加
選
手
９
人
。
穴あ

な

水み
ず

洋ひ
ろ

美み

さ
ん
（
山

梨
県
）
は
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
だ
が
、
足
首
を
動

か
せ
る
た
め
自
宅
で
縫
製
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

「
山
梨
県
か
ら
２3
年
ぶ
り
の
出
場
と
い
う
こ
と
で
、

県
知
事
に
も
直
接
激
励
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

裁
断
が
少
し
不
安
で
す
が
、
時
間
内
に
作
品
を

仕
上
げ
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
の
言
葉
通
り
、

き
れ
い
な
花
の
飾
り
つ
け
を
し
た
ケ
ー
プ
を
仕

上
げ
た
。
山や

ま

田だ

美み

里さ
と

さ
ん
（
東
京
都
）
は
事
務

職
だ
が
、
高
校
時
代
か
ら
続
け
て
い
た
洋
服
づ

く
り
の
技
を
磨
き
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦

し
て
き
た
。
競
技
中
、
母
親
は
「
本
人
は
洋
裁

が
大
好
き
な
の
で
、
こ
の
時
間
も
幸
せ
に
感
じ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
見
守
っ
て
い
た
。
競

技
後
、
隣
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
選
手
と
笑

顔
で
抱
き
合
っ
た
山
田
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア

ド
レ
ス
も
交
換
し
た
そ
う
だ
。

介
し
て
く
れ
た
。

【
大
型
車
の
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
】

　

３
面
モ
ニ
タ
ー
と
大
き
な
運
転
台
が
目
を
引

い
て
い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
物
流
関
連

の
運
転
訓
練
セ
ン
タ
ー
「A

FT
RA

L

」
の
ブ
ー

ス
。
実
演
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
は
、
下
半
身
不

随
な
ど
の
身
体
障
害
の
あ
る
人
が
大
型
車
を
運

転
す
る
た
め
の
技
能
確
認
や
訓
練
な
ど
を
行
う

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
。
手
だ
け
で
運
転
操

作
が
で
き
る
よ
う
改
造
さ
れ
た
運
転
台
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
の
も
と
、
実
際
の
運
転
感
覚
を

体
験
で
き
る
。「
私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
が
事
故
で
障
害
を
負
っ
て
も
再

び
働
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
」
と
担
当
者

が
教
え
て
く
れ
た
。

競
技
２
日
目

（
一
部
競
技
は
２
日
間
実
施
）

〈
家
具
／
基
礎
（
国
内
大
会
で
は
木
工
）〉

　
支
給
さ
れ
た
木
材
を
使
っ
た
コ
ン
ソ
ー
ル
テ
ー

ブ
ル
を
５
時
間
以
内
に
製
作
。
参
加
選
手
４
人
。

２
０
１
８
年
の
第
3８
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
木
工
」
種
目
で
、
当
時
最
年
少
１５
歳
で
金
賞

を
受
賞
し
た
深ふ

か

見み

尚な
お

生き

さ
ん
（
神
奈
川
県
）
は
、

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
か
ら
技
術
専
門
学
校

を
経
て
家
具
づ
く
り
の
会
社
に
。
今
回
は
、
普

ち
切
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」。
ち
な
み

に
２
人
と
も
、
勤
務
す
る
会
社
か
ら
国
際
大
会

に
出
場
し
た
第
１
号
だ
そ
う
で
、
競
技
当
日
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
方
が
応
援
に
駆
け
つ
け

た
。
佐
藤
さ
ん
が
、
銀
メ
ダ
ル
と
特
別
賞
（
※
）

を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
。

出
展
ブ
ー
ス

　

会
場
の
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
各
国
の
団
体
や

企
業
が
障
害
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
紹
介
。
地
元
の
児
童
や
学
生
ら
も
大
勢
見
学

に
訪
れ
、
終
始
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

【
日
本
ブ
ー
ス
】

　

競
技
会
場
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
の
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ビ
リ
ス
」

が
注
目
を
集
め
、「
キ
ュ
ー
テ
ィ
！
」
と
、
周
囲

に
は
あ
っ
と
い
う
間
に
人
だ
か
り
が
で
き
、
ひ
っ

き
り
な
し
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
た
。
日

本
ブ
ー
ス
で
は
、
ア
ビ
リ
ス
の
缶
バ
ッ
ジ
や
フ
ァ

イ
ル
ケ
ー
ス
な
ど
が
大
好
評
だ
っ
た
。

【
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
チ
ェ
ア
】

　

入
口
付
近
の
広
場
で
は
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
車

い
す
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
見
学
者
や
子
ど
も

た
ち
も
試
乗
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
開
催

し
て
い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
チ
ェ
ア
の
開
発
を
手
が
け
る
団
体
「PRA

T
I

K
A

BLE

」。
副
代
表
の
男
性
は
「
私
た
ち
は
ユ
ー

ザ
ー
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
車
い
す

の
改
造
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
日
本
の
電
動
車

い
す
メ
ー
カ
ー
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
」
と
紹
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「フラワーアレンジメント」
田中達也さん（新潟県）

「歯科技工」
中川直樹さん（埼玉県）

「歯科技工」
三津橋幸勇さん（北海道）

「フラワーアレンジメント」
山口めぐみさん（愛知県）

「コンピュータプログラミング」
角田智活さん（青森県）

「コンピュータプログラミング」
伊敷学さん（沖縄県）「機械CAD」篠孝忠さん（愛知県）

年
の
第
33
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
賞
を

獲
っ
て
以
来
、
ア
ト
リ
エ
に
通
っ
て
１０
年
だ
。

「
ど
ん
な
素
材
で
も
自
分
の
つ
く
り
た
い
作
品
を

つ
く
れ
る
よ
う
、
軸
を
ぶ
ら
さ
ず
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。
他
国
選
手
の
作
品
か
ら
も
よ
い
刺

激
を
受
け
ら
れ
た
ら
」と
話
し
て
い
た
山
口
さ
ん
。

造
形
物
の
幅
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
、
つ
く
り

直
す
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
が
、
し
っ

か
り
と
完
成
さ
せ
た
。

〈
歯
科
技
工
〉

　
歯
の
印
象
材
か
ら
補
て
つ
（
ク
ラ
ウ
ン
、
リ
ン

グ
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
を
製
作
。
２
日
間
で
計
６

時
間
。
参
加
選
手
４
人
。
三み

津つ

橋は
し

幸ゆ
き

勇お

さ
ん
（
北

海
道
）
は
、
歯
科
技
工
歴
約
4０
年
。「
北
海
道

代
表
と
し
て
一
緒
に
出
場
し
た
後
輩
は
残
念
な

が
ら
選
考
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
分

も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。
競

技
後
は
「
昨
日
は
少
し
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
が
、

今
日
は
が
ん
ば
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。
中な

か

川が
わ

直な
お

樹き

さ
ん
（
埼

玉
県
）
は
、
職
場
で
は
高
難
度
の
歯
型
づ
く
り

も
任
さ
れ
て
い
る
実
力
者
。
競
技
前
に
「
国
際

大
会
で
は
、
時
間
の
配
分
に
気
を
つ
け
た
い
。

い
ま
の
自
分
の
実
力
を
世
界
が
ど
ん
な
ふ
う
に

評
価
し
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
」
と
話
し

て
い
た
。
中
川
さ
ん
が
、
日
本
選
手
団
で
唯
一

と
な
る
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

〈
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
〉

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
使
っ
て
単
語
検
索
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
与
え
ら
れ
た

課
題
を
行
う
。
制
限
時
間
６
時
間
。
参
加
選
手

７
人
。
伊い

敷し
き

学ま
な
ぶ

さ
ん
（
沖
縄
県
）
は
、
沖
縄
職

業
能
力
開
発
大
学
校
で
計
４
年
間
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
な
ど
を
学
び
、
職
場
で
は
社
員
の
パ
ソ

コ
ン
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
や
社
内
外
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
修
正
な
ど
を
担
当
。「
国
際
大
会
で
は
初

め
て
使
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
い
の
で
、

使
い
方
な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
仕
事
の
幅
も
広
げ
た
い
で
す
ね
」。
角か

く

田た

智と
も

活か
つ

さ
ん
（
青
森
県
）
は
、
趣
味
の
ゲ
ー
ム
を
き
っ

か
け
に
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
ほ
ぼ
独
学
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
。
所

属
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
所
で
は
木
工
品
の
製

作
を
し
て
い
る
。「
今
回
は
、
課
題
に
関
す
る
周

辺
技
術
も
、
独
学
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き
ま

し
た
」。
レ
ベ
ル
の
高
い
競
技
で
２
人
と
も
入
賞

に
は
お
よ
ば
な
か
っ
た
が
、
学
び
は
多
か
っ
た

よ
う
だ
。

〈
電
子
機
器
組
立
〉

　

基
礎
的
な
回
路
の
作
成
と
テ
ス
ト
を
実
施
。

電
子
ス
キ
ー
ム
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
産
業
分
野

の
知
識
に
し
た
が
っ
て
回
路
を
接
続
す
る
。
２

日
間
で
計
６
時
間
。
参
加
選
手
７
人
。
小お

倉ぐ
ら

怜れ
い

さ
ん
（
三
重
県
）
と
島し

ま

田だ

美み

穂ほ

さ
ん
（
三
重
県
）

は
、
大
手
電
機
関
連
会
社
の
同
僚
。
国
際
大
会

に
向
け
、
２
人
は
通
常
業
務
か
ら
離
れ
、
専
門

の
先
生
の
指
導
を
受
け
て
半
年
間
毎
日
特
訓
し

て
き
た
。
小
倉
さ
ん
は
「
電
気
関
連
に
強
い
会

社
ら
し
く
、
先
輩
た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
勝
ち

抜
い
て
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」。

島
田
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
書
か
れ
た
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、
代
表
な
の
だ
と
い
う
実
感

が
出
ま
し
た
」。
２
人
に
よ
る
と
、
会
社
の
方
針

〈
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
〉

　

花
材
・
グ
リ
ー
ン
・
装
飾
品
を
用
い
て
、
テ
ー

マ
に
合
う
作
品
三
つ
（
身
に
着
け
る
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
花
束
、
高
さ
１
・
５
ｍ
以
上
の
造
形
物
）

を
製
作
。
２
日
間
で
計
６
時
間
。
参
加
選
手
１１

人
。
選
手
団
の
旗
手
を
務
め
た
田
中
達
也
さ
ん

は
、
技
術
向
上
の
た
め
に
通
い
続
け
て
い
る
教

室
に
、国
際
大
会
の
た
め
週
３
日
集
中
的
に
通
っ

た
。「
自
分
は
作
業
が
て
い
ね
い
に
な
り
す
ぎ
る

の
が
課
題
な
の
で
、
時
間
を
意
識
す
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。
手

首
に
巻
き
つ
け
る
よ
う
な
花
飾
り
が
印
象
的
だ
っ

た
。
山や

ま

口ぐ
ち

め
ぐ
み
さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、
勤
務

先
で
は
高
級
車
の
シ
ー
ト
縫
製
作
業
を
担
当
し

て
い
る
。
ろ
う
学
校
１
年
次
だ
っ
た
２
０
１
２
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「電子機器組立」小倉怜さん（三重県）

「機械CAD」木村信隆さん（千葉県） 「電子機器組立」島田美穂さん（三重県）

「機械CAD」篠孝忠さん（愛知県）
「クリーニングサービス」
本田駿斗さん（神奈川県）

「クリーニングサービス」
下内寿也さん（京都府）

で
特
訓
を
受
け
た
。「
水
と
洗
剤
を
使
う
ポ
リ
ッ

シ
ャ
ー
は
仕
事
で
は
使
わ
ず
、
床
清
掃
が
苦
手

な
の
で
メ
イ
ン
で
練
習
し
ま
し
た
。
会
社
か
ら

も
期
待
を
受
け
て
の
出
場
で
す
。
目
標
は
金
メ

ダ
ル
で
す
が
、
何
よ
り
楽
し
み
た
い
で
す
」。
本

田
さ
ん
は
銅
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
競
技

　

ほ
か
に
も
、
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ら
で

は
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
競
技
種
目
が
あ
っ

た
。
興
味
深
か
っ
た
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
。

〈
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
運
用
・
管
理
〉

　

パ
ソ
コ
ン
機
器
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン

ス
ト
ー
ル
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、更
新
作
業
を
行
う
。

比
較
的
大
き
な
組
織
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
。
Ｉ
Ｔ
業
界
に

お
い
て
は
需
要
の
高
い
ス
キ
ル
だ
。

〈
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
〉

　

パ
ソ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
い
、
当
日

に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
会
場
で
は
「
形
態
や
衣
装

を
変
え
た
も
の
を
い
く
つ
か
考
案
し
、
動
作
ス

ケ
ッ
チ
も
必
要
。
デ
ッ
サ
ン
力
や
色
使
い
、
創

造
性
な
ど
を
評
価
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

〈
陶
芸
〉

　

ろ
く
ろ
を
使
い
、
ス
ケ
ッ
チ
に
沿
っ
て
、
同

じ
形
の
小
さ
な
器
（
茶
碗
）
１０
個
と
大
き
な
器

３
個
を
つ
く
る
。
日
ご
ろ
か
ら
仕
事
と
し
て
手

が
け
て
い
な
い
と
完
成
が
む
ず
か
し
い
レ
ベ
ル
だ
。

競
技
会
場
で
は
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の
選
手
が

意
気
込
み
を
見
せ
て
く
れ
た
が
、
競
技
後
は
「
い

ま
ま
で
の
競
技
内
容
と
全
然
違
っ
て
い
て
、
手

に
負
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
際
大
会
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
知
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」。
篠し

の

孝た
か

忠の
り

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、
職
場
で
は
治
具
の

設
計
を
し
て
い
る
。
職
場
の
上
司
は
「
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
練
習
と
並
行
し
て
仕
事
の
ス
キ
ル
を

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
で
上
達
も
早
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
」
と
ふ
り
返
り
つ
つ
、「
国
際
大
会

は
課
題
内
容
や
条
件
に
未
定
部
分
も
多
く
、
通

常
業
務
で
全
体
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
来

の
目
的
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」。
競
技
後
、
篠

さ
ん
は
「
日
本
と
世
界
で
は
図
面
が
違
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
経
験
に
な
り
ま

し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

〈
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
国
内
大
会
で
は

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）〉

　

用
意
さ
れ
た
窓
お
よ
び
窓
枠
の
清
掃
、
掃
除

機
を
使
っ
た
床
清
掃
（
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
含
む
）。

競
技
時
間
は
２
時
間
。
参
加
選
手
９
人
。
下し

も

内う
ち

寿じ
ゅ

也に
や

さ
ん
（
京
都
府
）
は
、
京
都
市
内
の
ホ
テ

ル
の
客
室
清
掃
や
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
。
国
際
大
会
に
向
け
て
２
カ
月
間
、
職
場

で
特
別
な
練
習
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
そ
う
だ
。

競
技
前
は
「
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
機
器
が
違
う

の
で
不
安
。
先
生
か
ら
は
半
分
楽
し
ん
で
お
い

で
と
い
わ
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。
競
技

後
に
は
、
審
査
員
の
１
人
か
ら
ワ
イ
ン
を
贈
ら

れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ
た
。本ほ

ん

田だ

駿は
や

斗と

さ
ん（
神

奈
川
県
）も
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
関
連
会
社
に
勤
務
。

国
際
大
会
に
向
け
て
計
４
日
間
に
わ
た
り
本
社

と
し
て
、
自
分
か
ら
学
ぶ
姿
勢
の
な
か
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
う
形
で
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
き
た
の
だ
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
小

倉
さ
ん
が
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

〈
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
〉

　

マ
シ
ン
ツ
ー
ル
の
詳
細
な
側
面
図
お
よ
び
パ
ー

ツ
の
作
成
。２
日
間
で
６
時
間
。参
加
選
手
７
人
。

木き

村む
ら

信の
ぶ

隆た
か

さ
ん
（
千
葉
県
）
は
、
職
場
で
は
化

学
プ
ラ
ン
ト
関
連
設
備
の
設
計
を
し
て
い
る
。「
い

ま
で
き
る
こ
と
を
や
り
切
り
た
い
で
す
」
と
の
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「陶芸」「レストランサービス」（写真：豊浦美紀） 「ベーカリー（製パン）」

入賞者の発表を待つ日本選手団

回
の
競
技
は
ま
あ
ま
あ
の
出
来
で
し
た
」
と
苦

笑
い
し
て
い
た
が
、
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
台
湾
と
韓
国
の
選
手
が
競
っ

て
い
た
「
か
ご
製
作
」
や
、
巨
大
な
ダ
ミ
ー
の

３
段
ケ
ー
キ
を
ア
イ
シ
ン
グ
な
ど
で
飾
り
つ
け

る
「
ケ
ー
キ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、
野
菜
や
フ
ル
ー

ツ
を
使
っ
た
「
カ
ー
ビ
ン
グ
」、
個
別
の
ケ
ー
キ

や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
品
を
つ
く
る
「
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
・
製
菓
」
な
ど
も
あ
っ
た
。

閉
会
式
、
帰
国
の
途
へ

　

２
日
間
の
競
技
が
無
事
終
了
し
、
２５
日
（
土
）

の
夕
方
か
ら
は
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。
式
典
で

は
フ
ラ
ン
ス
人
で
つ
く
る
和
太
鼓
チ
ー
ム
が
勇

壮
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
そ
し
て
い
よ

い
よ
成
績
発
表
。
名
前
が
呼
ば
れ
る
た
び
に
会

場
は
拍
手
と
声
援
で
盛
り
上
が
っ
た
。
日
本
選

手
団
は
金
１
個
・
銀
４
個
・
銅
３
個
を
獲
得
。

最
後
に
、
大
会
旗
が
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連

合
の
輪
島
会
長
へ
と
返
還
さ
れ
た
。

　

閉
会
式
の
前
後
に
は
、
会
場
フ
ロ
ア
に
各
国

の
選
手
た
ち
が
入
り
混
じ
り
、
同
じ
競
技
で
競
っ

た
選
手
同
士
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
ア
ド
レ
ス
交
換
を
し
た
り
、
抱
き
合
い
な

が
ら
あ
ら
た
め
て
健
闘
を
た
た
え
合
う
姿
が
見

ら
れ
た
。
た
っ
た
２
日
間
の
競
技
だ
が
、
選
手

た
ち
に
と
っ
て
は
人
生
の
宝
物
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
友
情
が
あ
ち
こ
ち
で
生
ま
れ
て
い
た
よ

う
だ
っ
た
。

　

今
大
会
も
、
国
際
大
会
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ

ま
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
っ
た
が
、
最
後
ま
で
あ

見
事
な
職
人
技
を
発
揮
し
て
い
た
。

〈
ベ
ー
カ
リ
ー
（
製
パ
ン
）〉

　

専
門
的
な
器
具
や
オ
ー
ブ
ン
を
使
い
、
指
定

さ
れ
た
数
種
類
の
パ
ン
（
伝
統
的
な
パ
ン
、
無

農
薬
パ
ン
、
装
飾
パ
ン
、
菓
子
パ
ン
な
ど
）
を

製
作
す
る
。
課
題
内
容
を
教
え
て
く
れ
た
フ
ラ
ン

ス
人
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ェ
フ
は
昔
、
東
京
の
有
名

ベ
ー
カ
リ
ー
店
で
働
い
て
い
た
そ
う
だ
。「
日
本

が
大
好
き
で
す
。
こ
の
競
技
に
日
本
人
選
手
が

参
加
し
て
い
な
い
の
が
と
て
も
残
念
で
す
。
ぜ

ひ
次
回
は
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
ラ
ブ
コ
ー

ル
を
送
っ
て
く
れ
た
。

〈
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
〉

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

や
カ
ク
テ
ル
づ
く
り
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
提
供

を
通
し
て
て
い
ね
い
で
適
切
な
接
客
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
高
級
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
思
わ
せ
る

場
所
で
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ナ
プ
キ
ン
折
り
、

皿
や
グ
ラ
ス
の
的
確
な
準
備
や
置
き
方
、
テ
ー

マ
（
こ
の
日
は
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」）
に
沿
っ

た
カ
ク
テ
ル
づ
く
り
や
デ
ザ
ー
ト
提
供
な
ど
も

競
う
。
出
場
選
手
に
も
話
を
聞
い
た
。
エ
ク
ア

ド
ル
代
表
の
男
性
（
２０
歳
）
は
、
大
学
で
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
（
食
文
化
）
を
専
攻
し
て
い
る
そ

う
だ
。
競
技
後
、「
僕
の
つ
く
っ
た
カ
ク
テ
ル
の

感
想
を
聞
か
せ
て
」と
試
飲
を
す
す
め
ら
れ
、「
お

い
し
い
よ
！
」
と
感
想
を
伝
え
る
と
、
同
行
し

て
い
た
母
親
と
一
緒
に
晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
見

せ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
女
性
（
２7
歳
）

は
普
段
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
福
祉
的

就
労
支
援
機
関
で
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
た
ず
さ
わ

る
。「
７
年
ほ
ど
こ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
今

き
ら
め
る
こ
と
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
に
力
を
出
し
切
っ

た
日
本
人
選
手
た
ち
。
翌
日
パ
リ
へ
戻
り
、
セ
ー

ヌ
河
に
浮
か
ぶ
ク
ル
ー
ズ
船
上
で
行
わ
れ
た
解

団
式
で
は
、
選
手
や
介
助
者
、
医
療
従
事
者
、

手
話
通
訳
者
ら
関
係
者
全
員
に
、
大
会
組
織
側

か
ら
参
加
賞
と
し
て
発
行
さ
れ
た
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
っ
た
。
翌
日
、
復

路
１3
時
間
の
飛
行
機
で
羽
田
空
港
に
向
か
い
、

帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

入
賞
喜
び
の
声

〈
金
賞
〉

「
歯
科
技
工
」
中
川
直
樹
さ
ん

　
「
世
界
一
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
夢
の
よ

う
で
す
。
み
な
さ
ん
の
応
援
や
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
の
受
賞
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大

会
を
通
し
て
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
各
地
の
、

耳
が
聴
こ
え
な
い
方
た
ち
と
手
話
で
交
流
し
、

視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る

高
み
を
目
ざ
し
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
」

〈
銀
賞
〉

「
家
具
（
基
礎
）」
深
見
尚
生
さ
ん

　
「
道
具
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今

後
も
技
術
を
磨
き
な
が
ら
、
ほ
か
の
競
技
に
も

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
」

「
ネ
イ
リ
ス
ト
」
山
下
加
代
さ
ん

　
「
自
分
の
つ
く
り
た
い
作
品
を
ぶ
れ
ず
に
仕
上

げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
貫
け
ま
し
た
。

今
後
は
、
国
内
大
会
の
知
名
度
を
上
げ
る
活
動

も
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」
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入賞者の発表を待つ日本選手団ほかの国の選手と記念撮影閉会式会場は大きな歓声に包まれた

「家具（応用）」銅メダル、
伊藤俊貴さん

「家具（基礎）」銀メダル、
深見尚生さん

「歯科技工」金メダル、中川直樹さん

フランス人の和太鼓チームによるパフォーマンス関係者へ入賞の報告をする小倉怜さん

ほかの国の選手たちと喜びを分かちあった解団式で挨拶する輪島忍日本選手団団長

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
入
賞
は
う
れ
し
い
で
す
。

こ
の
経
験
を
後
輩
た
ち
の
指
導
に
活
か
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

「
ネ
イ
リ
ス
ト
」
荒
山
美
夢
さ
ん

　
「
私
に
は
経
験
不
足
の
競
技
課
題
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
最
後
ま
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
技
術
向
上
を
目
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
」

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
本
田
駿
斗
さ
ん

　
「
競
技
中
、
審
査
員
か
ら
『
で
き
て
い
る
か
ら

落
ち
着
い
て
』
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
得
意
の
窓
ふ
き
で
力
を
出
せ

て
よ
か
っ
た
で
す
」

「
電
子
機
器
組
立
」
小
倉
怜
さ
ん

　
「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
で
き
る
こ
と
を
最
後
ま
で
や
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
経
験
を
活
か
し
、
次
の
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

「
英
文
ワ
ー
プ
ロ
」
佐
藤
翔
悟
さ
ん

　
「
賞
を
二
つ
も
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い
で
す
。

競
技
時
間
の
変
更
な
ど
が
あ
る
な
か
、
７
ペ
ー

ジ
分
の
フ
ラ
ン
ス
語
入
力
を
や
り
切
る
こ
と
が

で
き
て
満
足
し
て
い
ま
す
」

〈
銅
賞
〉

「
家
具
（
応
用
）」
伊
藤
俊
貴
さ
ん

　
「
自
分
の
競
技
内
容
に
は
納
得
で
き
て
い
ま
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J E E D   インフォメーション
〜高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ〜

●書類や写真などを拡大表示する機器です。
●コントラストや色調の変更も可能なため

より見やすく調整することができます。
●卓上型、携帯型など活用シーンに合わせ

て選択できます。

拡大読書器 補聴システム（集音システム） ノイズキャンセラー

パーテーション

●マイク（送信機）が拾った音を直接、補
聴器や人工内耳に届けるシステムです。

●聞きたい音を大きくできるので就労のさ
まざまな場面で有効に使用できます。

●視覚的・聴覚的環境刺激を低減させるこ
とで、周囲の状況に影響されずに集中で
きる環境を整えます。

（例）

受信機

マイク送信機

当機構の中央障害者雇用情報センターでは、障害者を雇用している、または雇用しようとする事業主に

無料で 就労支援機器の貸出し を行っています。

　「就労支援機器」とは障害者の就労を容易にするための機器のことで、例えば視覚障害者を対象とした
　拡大読書器や、聴覚障害者を対象とした補聴システム（集音システム）等があります。

就労支援機器をご活用ください！
障害者雇用を進める事業主のみなさまへ

就労支援機器は
当機構ホームページで
詳しくご紹介しています

検索

https://www.kiki.jeed.go.jp/

就労支援機器のページ

お問合せ

〒130-0022　東京都墨田区江東橋２-19-12　ハローワーク墨田５階
TEL：03-5638-2792　E-mail：kiki@jeed.go.jp

中央障害者雇用情報センター

就労支援機器を展示しているほか、導入に関する相談も行っています

▲ ▲申請書を記入し、メールまたは郵送で
ご提出ください
※申請書は当機構ホームページより
　ダウンロードできます

申請のあった事業主に対し、申請内容
を確認のうえ決定内容を通知し、機器
を配送します〔無料〕

当機構が契約している業者が回収に
うかがいます〔無料〕

障害者を雇用している、または雇用しようとしている事業主
※国、地方公共団体、独立行政法人などは対象外です

原則、６カ月以内　※職場実習やトライアル雇用の場合も利用できます
（正当な理由がある場合にかぎり、1回のみ延長可能）

申請書の提出申請書の提出 貸出し決定貸出し決定 貸出しの終了・回収貸出しの終了・回収

貸出しの対象となる事業主

貸出し期間

貸出しの流れ

※申請前に対象機器の貸出し状況等について下記までご照会ください
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ろう者である想い
～人生の転機～

25
歳
の
と
き
、自
分
に
合
う
職
業
を
模
索
し
な
が
ら
、

自
分
探
し
の
旅
を
し
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
銀
行

を
退
職
す
る
と
決
心
し
た
と
き
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
手
話
通
訳
士
さ
ん
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

『
ノ
ッ
ポ
さ
ん
の
手
話
で
歌
お
う
』
と
い
う
番
組
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
手
話
に
対
す
る
意
識
が
芽
生
え
、

心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
「
手
話
」
と

い
う
言
語
は
、
一
番
大
切
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

さ
ま
よ
っ
て
探
し
て
い
た
も
の
と
よ
う
や
く
出
会
え

た
気
が
し
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
て
心
か

ら
叫
び
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
飽
き
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
な
か
な

か
自
分
に
合
う
も
の
が
な
く
て
気
持
ち
が
萎
え
て
い

た
も
の
の
、
銀
行
を
退
職
し
て
し
ば
ら
く
自
分
探
し

の
旅
を
し
た
お
か
げ
で
、
自
分
の
目
標
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
25
歳
と
い
う
年
齢
が
、「
人
生
の
転
機
」
と

世
間
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
目
の
節
目
で
す
。

　

そ
し
て
27
歳
の
と
き
、
映
画
『
ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ユ
ー
』

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、
１
９
９
９
（
平
成

11
）
年
、
ろ
う
者
女
優
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
芸
能
界

入
り
し
ま
し
た
。
芸
能
界
と
い
え
ば
、
と
て
も
華
や

か
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
俳
優
と
い
う
職
業
は
表
現
者

と
し
て
見
ら
れ
る
立
場
な
の
に
、
最
初
の
こ
ろ
は
全

然
慣
れ
な
く
て
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
聴
者
の
世
界
に
慣
れ
て

エッセイ
第３回

  忍足亜希子
忍足亜希子（おしだり あきこ）
　俳優。1970（昭和45）年生まれ。北海道千歳市出身。銀行勤務を経て、1999（平成11）年、映画『アイ・ラ
ヴ・ユー』で日本最初のろう者主演女優としてデビュー。同作で毎日映画コンクール「スポニチグランプリ新人賞」
を受賞。以後、俳優業以外にも講演会や手話教室開催など、多方面で活躍中。
　2021（令和3）年には、夫で俳優の三浦剛との共著『我が家は今日もにぎやかです』（アプリスタイル刊）を出版。

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
世
界
に
や
っ
て
き
て
迷

子
に
な
っ
た
気
分
で
し
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
当
時
は
ま
っ
た
く
演
技
経
験
が
な
く
、

撮
影
現
場
で
周
囲
の
役
者
さ
ん
た
ち
の
演
技
を
見
て

一
つ
ひ
と
つ
噛
み
し
め
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

当
時
は
ろ
う
者
女
優
は
珍
し
か
っ
た
ら
し
く
、
映
像

関
係
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
方
か
ら
注
目
さ
れ
た
た
め

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
が
殺
到
し
、
と
て
も
慌

た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

休
む
間
も
な
く
映
画
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
全
国
各

地
を
訪
れ
、
舞
台
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
忙

し
く
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
正
直
と
て

も
驚
き
ま
し
た
が
、
ろ
う
者
と
手
話
に
関
心
を
持
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
手
話
が
広
ま
っ

て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

数
年
経
つ
と
徐
々
に
熱
は
冷
め
、
ろ
う
者
や
手
話
に

対
す
る
意
識
が
薄
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
、

と
て
も
寂
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
「
ブ
ー
ム
は
必
ず
去
る
」。
こ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

で
も
、「
手
話
」
と
い
う
言
語
を
持
つ
ろ
う
者
や
、「
手

話
」
の
存
在
自
体
が
忘
れ
ら
れ
る
の
は
、
本
当
に
と

て
も
悲
し
く
辛
い
こ
と
で
す
。
俳
優
を
目
ざ
す
ろ
う

者
が
増
え
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
少
し
ず
つ
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
と
あ
る
ろ
う
学
校
に
講
演
を
依
頼

さ
れ
、
訪
問
し
ま
し
た
。
ろ
う
の
子
ど
も
た
ち
に
向

け
て
映
画
に
関
す
る
お
話
を
終
え
る
前
に
、
子
ど
も

の
一
人
が
質
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
お
し
だ
り
さ
ん
、
私
も
将
来
女
優
さ
ん
に
な
れ
る

か
な
？
で
き
る
か
な
？
」

　

す
る
と
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
も
ウ
ン
ウ
ン
と
う

な
ず
い
て
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
て
こ
ち
ら
を
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
わ
れ
た
と
き
、
ハ
ッ
と
し
て
雷
に
打
た
れ

た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
そ
う
な
ん
だ
、
ろ
う
の
子
ど
も
た
ち
も
自
分
の
夢

を
叶
え
た
い
！
自
分
が
持
っ
て
い
る
才
能
、
自
分
に

し
か
で
き
な
い
特
技
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
き
た
い
！

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん
だ
」

　

聞
こ
え
な
い
こ
と
で
職
業
の
選
択
肢
が
限
ら
れ
て

し
ま
う
の
は
嫌
だ
と
思
っ
た
の
で
「
も
ち
ろ
ん
！
で

き
る
よ
！
一
生
懸
命
努
力
し
て
が
ん
ば
れ
ば
必
ず
女

優
に
な
れ
る
よ
！
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

ろ
う
の
子
ど
も
の
一
言
が
き
っ
か
け
で
、
私
は
女

優
と
い
う
仕
事
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
二
つ
目
の
節
目
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

最
近
、
俳
優
を
目
ざ
す
若
い
ろ
う
者
が
増
え
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
や
、
聞
こ

え
な
い
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
私
も
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
と
、
勇
気
と
希
望
を

も
ら
い
な
が
ら
日
々
精
進
の
毎
日
で
す
。
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「eスポーツ」が障害者の 
就労機会を広げる
株式会社e

イ ー パ ラ

PARA代表取締役
加藤大貴さん
かとう　だいき　1981（昭和56）年、愛知県生まれ。2007（平成19）年、法政大学法科大学院
修了、国家公務員として2011年から2019年まで東京地方裁判所勤務、2018年12月に「特定非
営利活動法人市民後見支援協会」を設立し副代表に就任。2019年から2021年まで社会福祉法人
品川区社会福祉協議会に勤務。2020（令和2）年、障害者の就労支援やeスポーツ事業を行う「株
式会社ePARA」を設立。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で

障
害
者
の
就
労
を
支
援
す
る
会
社

―
―
加
藤
さ
ん
が
設
立
し
た﹁
株
式
会
社eP
A
R
A

﹂は
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
（
※
１
）
で
障
害
者
の
就
労
を
支
援
し
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

加
藤　

私
た
ち
は
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
１１
月
、
東

京
都
内
で
障
害
者
の
就
労
支
援
を
目
的
と
し
た
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
就
労
移
行
支
援
事

業
所
や
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社
な
ど
に
声
を
か
け
て
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
障
害
の
あ
る
選
手
２０
人
ほ
ど
が

集
ま
り
ま
し
た
。
同
時
に
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
５
社
の
担

当
者
も
招
い
て
会
場
観
戦
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
展
開
す
る
企
業
に
３
人
が
就
職
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
手
ご
た
え
を
感
じ
、
本
腰
を
入
れ
る
た
め
２
０

２
０
年
に
「
株
式
会
社ePA

RA

」
を
設
立
し
ま
し
た
。

裁
判
所
職
員
か
ら
の
転
身

―
―
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
障
害
者
の
就
労
支
援
を

行
お
う
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

加
藤　

も
と
も
と
私
は
裁
判
所
の
書
記
官
と
し
て
働
い

て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
、
地
方
で
一
人
暮
ら
し
を

す
る
祖
母
の
住
居
契
約
に
か
か
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
機
に
、

「
成
年
後
見
制
度
」（
※
２
）
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

も
っ
と
一
般
に
広
め
る
た
め
に
市
民
後
見
人
の
養
成
講

座
を
受
け
て
、
弁
護
士
の
元
同
僚
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設

立
し
ま
し
た
。
た
だ
こ
の
活
動
は
、
裁
判
所
と
は
利
益

相
反
の
関
係
に
な
る
た
め
兼
業
が
で
き
な
い
と
知
り
、

裁
判
所
を
退
職
し
て
社
会
福
祉
法
人
品
川
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
社
協
）
に
入
り
ま
し
た
。

　

社
協
で
は
成
年
後
見
制
度
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
同
じ
フ
ロ
ア
に
障
害
の
あ
る
人
も
よ
く

訪
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
然
と
話
す
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
私
が
大
好
き
な
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
同
じ
よ
う
に
楽

し
む
人
も
多
く
て
う
れ
し
い
驚
き
が
あ
っ
た
一
方
、「
も
っ

と
働
き
た
い
」、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と

い
っ
た
声
も
聞
き
ま
し
た
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
は

相
応
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
就
労
支

援
に
も
活
か
せ
る
の
で
は
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
担
当
者
も
ゲ
ー
ム
に
参
加

―
―
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ど
の
よ
う
に
採
用
と
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤　

私
た
ち
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連

を
中
心
に
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
必
要
と
す
る
企
業

を
招
待
し
て
い
ま
す
。
競
技
の
様
子
を
直
接
見
て
も
ら

う
と
、
企
業
の
担
当
者
か
ら
毎
回
、「
こ
ん
な
に
高
い
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
ね
」
と
い
う
感

嘆
の
声
を
聞
き
ま
す
。
私
も
彼
ら
の
能
力
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
出
会
い
の
接
点
を
つ
く
る
こ
と
で
、
こ
ん

な
ふ
う
に
人
の
心
を
動
か
せ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
担
当
者
も
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
競
技
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
競
技
は
チ
ー
ム
制
で
行
う
こ
と
が
多
く
、
メ
ン
バ
ー

同
士
の
作
戦
会
議
や
競
技
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
競
技
を
通
し
て
企
業
担
当
者
は
、
選

※１　ｅスポーツ：�「エレクトロニック・スポーツ（electronic�sports）」の略で、おもにコンピューターゲームやビデオゲームを使った対戦などをスポー
ツ競技としてとらえる名称
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手
た
ち
の
人
と
な
り
や
、
実
際
に
職
場
で
一
緒
に
働
い

た
と
き
の
雰
囲
気
も
わ
か
る
よ
う
で
す
。「
こ
う
い
う
パ

ソ
コ
ン
操
作
は
で
き
ま
す
か
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
業
務

は
可
能
で
す
か
」
と
い
っ
た
企
業
担
当
者
か
ら
の
追
加

の
質
問
に
も
、
私
た
ち
が
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
、
企
業
の
求
め
る
人
材

と
彼
ら
の
能
力
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、こ
れ
ま
で
エ
ン

ジ
ニ
ア
職
な
ど
と
し
て
１２
人
が
就
職
し
、
延
べ
５０
人
が

ゲ
ー
ム
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
業
務
委

託
を
受
け
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
ゲ
ー
ム
会
社
に
採
用

さ
れ
、YouT

ube

で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ト
リ
ー
マ
ー（
ゲ
ー

ム
を
し
な
が
ら
実
況
配
信
す
る
人
）
と
し
て
活
動
す
る

人
も
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
４
月
に
は
、Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）を
使
っ

た
職
場
見
学
や
仕
事
体
験
が
で
き
る
障
害
者
向
け
の
就

職
イ
ベ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
企
業

は
大
手
通
信
会
社
な
ど
１０
社
、
求
職
者
も
全
国
か
ら
１

０
０
人
ほ
ど
参
加
し
た
ほ
か
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
就
業

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
い
る
就
労
移
行
支
援
事
業

所
も
あ
り
ま
す
。

視
覚
障
害
者
に
よ
る
音
声
制
作
事
務
所

―
―
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
活
躍
の

場
も
広
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

加
藤　

２
０
２
２
年
の
４
月
に
は
、
先
天
性
の
全
盲
の

選
手
た
ち
に
よ
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
心し

ん

眼が
ん

Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
を
都
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
聴
覚
が
鍛
え
ら
れ
て
き
た
彼
ら
は
、音
だ
け
で
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
立
ち
位
置
や
動
き
が
わ
か
り
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
は
海
外
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

有
名
選
手
の
一
人
で
あ
る
北き

た

村む
ら

直な
お

也や

さ
ん
は
、

ePA
RA

の
社
員
で
す
が
、
プ
ロ
の
声
優
で
も
あ
り
ま
す
。

大
手
の
声
優
養
成
所
を
経
て
事
務
所
に
所
属
し
、
一
般

の
声
優
に
ま
じ
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
時

代
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
点
字
が
表
示
さ
れ
る
機
器
も
あ

る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
ハ
ン
デ
ィ
が
な
い
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
北
村
さ
ん
を
中
心
に
今
年
１
月
、
視
覚
障
害

者
に
よ
る
音
声
制
作
事
務
所
「e

イ
ー
パ
ラ

PA
RA

 V

ボ
イ
ス

oice

」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、
視
覚
障
害
者
６
人
が
登
録
し
、

そ
れ
ぞ
れ
自
宅
に
録
音
環
境
な
ど
を
整
え
ラ
イ
ブ
収
録

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
２
月
に
は
、Ｊ
１
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
」
で
活
躍
す
る
選
手
と
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
だ

け
で
結
成
す
る
ｅ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「ePA

RA

ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
」が
タ
ッ
グ
を
組
み
、Ｃ
Ｐ
Ｕ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）

を
相
手
に
１１
人
制
ｅ
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
脳
性
麻
痺
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

横
断
性
脊
髄
炎
な
ど
の
障
害
の
あ
る
人
た
ち
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
や
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
や
メ
タ
バ
ー
ス
の
普
及
と
と
も
に

―
―eP

A
R
A

の
活
動
や
障
害
者
雇
用
の
今
後
に
つ
い

て
、
お
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

加
藤　

い
ま
はePA

RA

に
所
属
す
る
ほ
と
ん
ど
の
選
手

が
、
自
分
の
顔
を
公
開
し
て
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
紹
介

し
な
が
ら
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
、
同
じ
障
害
の
あ
る
人
や
世
の
中
に
向
け
て
「
補

助
機
材
や
一
定
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
で

き
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
説
得
力
を
持
た
せ

て
発
信
し
た
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
も
っ

と
気
軽
に
、
例
え
ば
ア
バ
タ
ー
を
使
っ
たV

ブ
イ
チ
ュ
ー
バ
ー

T
uber

（
バ
ー

チ
ャ
ル
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
）
と
し
て
活
動
で
き
る
人
も
増

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
会
社
は
先
日
初
め
て
、

メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空
間
）
を
使
っ
た
株
主
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
を
海
外
向

け
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
拡
充
や
Ｖ
Ｒ
、
メ

タ
バ
ー
ス
の
普
及
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱

え
た
障
害
の
あ
る
人
た
ち
も
柔
軟
な
環
境
で
働
き
、
活

躍
で
き
る
機
会
が
広
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
一
般
の
採

用
活
動
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す
る
企
業
も
増
え
て
い

ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
障
害
者
雇
用
の
場
で
も
使
っ
て
み
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
国
内
外
で
は
タ
イ
ピ
ン
グ
や

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
財
務
モ
デ
リ
ン
グ
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
競

技
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
つ
か
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目

に
も
加
わ
っ
た
ら
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
事
者

の
み
な
さ
ん
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ePA
RA

の
“
部
活
動
”
に
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※２　成年後見制度：�認知症や知的障害・精神障害などによって判断能力が十分ではない人を保護するための制度。さまざまな契約や手続をするときに、
本人を援助する人として親族や弁護士などの成年後見人を裁判所が選任する
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精神科医療と一体化した就労支援で
個別プログラムを設定し、就労へつなぐ

一般社団法人岡山障害者文化芸術協会 代表理事　阪本文雄
医療法人社団三愛会三船病院（香川県）

編集委員が行く行く

Keyword：医療法人、精神障害、就労支援、障害者就業・生活支援センター、地域障害者職業センター 写真：官野 貴

医療法人社団三
さん
愛
あい
会
かい
三
み
船
ふね
病院

〒763-0073　香川県丸
まる

亀
がめ

市
し

柞
く

原
ばら

町
ちょう

366
TEL 0877-23-2341（代表）

　1953年開院。精神科、心療内科、内科、歯科。328床。
　「医療法人社団三愛会」がコミュニティケアセンター
として「障害者就業・生活支援センターくばら」を運営。
さらに同法人が運営する「多機能型事業所ワークサポー
トセンター三愛」に就労移行支援、就労定着支援、就労
継続支援B型の事業所がある。

取材先データ 編集委員から
　四国の地方都市で精神科病院の就労
支援の取組みを取材した。それはそのま
ま、日本の精神科医療、精神障害者へ
の就労支援の歩みだった。変遷する法律
に対応する医療法人にとっては病院の在
り方そのものの方針転換であり、それに
したがい最前線で支援する人々の取組み
に頭が下がる思いがした。
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し
、
年
々
、
職
員
を
増
員
し
た
。
地
域
で
の
自

立
し
た
生
活
の
た
め
、
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
、

定
期
的
な
通
院
、
服
薬
の
習
慣
化
な
ど
就
労
に

備
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
を
行
い
、
個
々
の

ケ
ー
ス
で
就
労
へ
の
取
組
み
を
進
め
た
。

　

２
０
０
４
年
、
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
革

ビ
ジ
ョ
ン
で
入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中

心
へ
基
本
方
針
を
示
し
、
２
０
０
５
年
、
障
害

者
自
立
支
援
法
が
制
定
さ
れ
、
就
労
支
援
事
業

が
ス
タ
ー
ト
。
精
神
障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
し
、

働
く
、
具
体
的
な
公
的
支
援
が
始
ま
っ
た
。

　

三
船
さ
ん
は
国
の
就
労
支
援
開
始
に
合
わ

せ
、
２
０
０
６
年
か
ら
本
格
的
に
在
院
患
者
の

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
一

方
で
、
就
労
支
援
の
施
設
整
備
を
実
施
。
２
０

０
８
年
に
は
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
を
、
障
害
者
総
合
支
援
法
が
制
定
さ
れ
た

２
０
１
２
年
に
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

を
、
２
０
１
４
年
に
は
就
労
移
行
支
援
事
業
所

を
開
設
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
８
年
、
障
害
者
雇
用
促
進
法

の
改
正
で
、
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
に
加

え
、
新
た
に
精
神
障
害
者
が
雇
用
率
算
定
の
対

象
に
な
っ
た
。

就
労
移
行
支
援
事
業
所
み
な
み

　

三
愛
会
が
運
営
す
る
、
多
機
能
型
事
業
所

と
と
も
に
入
院
患
者
も
増
え
、
在
院
日
数
も
長

期
化
し
て
い
っ
た
。

　
「
１
９
８
５
年
が
ピ
ー
ク
で
、
入
院
患
者
数

は
約
７
０
０
人
で
し
た
。
い
ま
、
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
の
入
院
患
者
数
は
約
３
２
０
人
で
す

か
ら
、
半
分
以
上
の
減
少
で
す
」
と
三
愛
会
理

事
長
の
三み

船ふ
ね

和か
ず

史し

さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

　

１
９
８
７
年
、
精
神
衛
生
法
か
ら
精
神
保
健

法
に
あ
ら
た
め
ら
れ
、
国
は
精
神
障
害
者
の
人

権
に
配
慮
し
た
適
正
な
医
療
、
保
護
の
確
保
と

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
の
２
本
柱
を

打
ち
出
し
た
。

　

さ
ら
に
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
、
精
神
保

健
法
は
精
神
保
健
福
祉
法
に
あ
ら
た
め
ら
れ
、

精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
促
進
の
た
め

に
援
助
す
る
福
祉
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ

し
て
１
９
９
７
年
、
退
院
後
の
生
活
支
援
、
社

会
復
帰
の
促
進
に
あ
た
る
専
門
職
で
あ
り
、
国

家
資
格
の
精
神
保
健
福
祉
士
制
度
が
始
ま
っ
た
。

　

理
事
長
の
三
船
さ
ん
は
す
ぐ
に
こ
れ
を
採
用

　

瀬
戸
大
橋
を
渡
り
丸ま

る

亀が
め

市し

へ
。
香
川
県
は
東と

う

讃さ
ん

、
中ち

ゅ
う

讃さ
ん

、
西せ

い

讃さ
ん

に
分
か
れ
る
が
、
丸
亀
市
は

県
域
中
央
部
・
中
讃
（
善ぜ
ん

通つ
う

寺じ

、
坂さ

か

出い
で

、
琴こ

と

平ひ
ら

な
ど
）
の
中
心
地
で
、
う
ち
わ
の
生
産
地
で
知

ら
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
丸
亀
駅
か
ら
車
で
１０
分
の
と
こ

ろ
に
医
療
法
人
社
団
三
愛
会
（
以
下
、「
三
愛

会
」）
の
三
船
病
院
は
あ
っ
た
。
戦
後
間
も
な

い
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
開
放
的
な
環
境

下
で
園
芸
、
農
耕
、
畜
産
、
縫
製
な
ど
に
よ
る

作
業
療
法
を
中
心
に
治
療
を
行
う
精
神
科
病
院

と
し
て
開
院
し
た
。
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長

医
療
法
人
社
団
三さ
ん

愛あ
い

会か
い

三み

船ふ
ね

病
院

理事長の三船和史さん

医療法人社団三愛会三船病院

地域の精神科の病院やクリニックとネットワークを構築し、就労支援の拠点へ

地域障害者職業センターなど外部の社会資源を活用、就労サービスの専門性を高めている

精神保健福祉士によって、医療と就労の一体化した支援がスムーズに

3
2
1
POINT
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ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
三
愛
の
「
就
労
移

行
支
援
事
業
所
み
な
み
」（
以
下
、「
み
な
み
」）

を
取
材
し
た
。
定
員
１５
人
に
対
し
利
用
者
１０
人

が
就
労
へ
向
け
た
学
習
、
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

　

注
文
書
を
見
な
が
ら
商
品
を
出
し
て
い
く

ピ
ッ
キ
ン
グ
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
を
計
量
し
な
が
ら
の
袋
詰
め
。
プ
ラ

グ
の
組
立
て
。
郵
便
物
の
社
内
メ
ー
ル
へ
の
仕

分
け
。
座
学
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス

キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

問
題
解
決
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
マ
ナ
ー
講
習

な
ど
の
ほ
か
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
を
習
得
し

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
納
品
書
、
請
求
書
の
作
成
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。

野菜の袋詰め作業

野菜を模した手づくりの模型 プラグの組立作業

郵便物の仕分け作業

ピッキング作業

「就労移行支援事業所みなみ」のワーキングルーム ワークサポートセンター三愛
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ラ
ム
設
定
に
活
か
し
て
い
る
。

　

精
神
保
健
福
祉
士
で
主
任
の
大お
お

西に
し

拓た
く
み

さ
ん
は

「
作
業
だ
け
で
な
く
、
座
学
や
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
職
場

対
人
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
を
通
し
て
自

己
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
苦
手
と
感
じ
る

課
題
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）
に
も
取

り
組
み
ま
す
」
と
話
す
。

　

大
西
さ
ん
は
個
別
相
談
で
支
援
の
効
果
を
確

認
し
、
利
用
者
が
自
分
の
課
題
、
目
標
を
自
覚

し
就
労
を
目
ざ
す
よ
う
導
い
て
い
る
。

　

利
用
者
は
、
利
用
期
間
の
２
年
間
（
原
則
）

の
う
ち
、
基
礎
の
期
間
は
労
働
習
慣
、
職
業
能

力
向
上
を
、実
践
の
期
間
で
は
自
己
管
理
能
力
、

職
場
適
応
を
磨
き
、
就
職
活
動
に
進
み
、
就
労

へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

　

み
な
み
で
は
、
就
労
移
行
支
援
事
業
を
始
め

て
８
年
に
な
り
、
6０
人
が
製
造
、
販
売
、
介
護

な
ど
の
職
場
へ
一
般
就
労
し
た
。
精
神
保
健
福

祉
士
で
課
長
の
髙た
か

田だ

裕ゆ
う

子こ

さ
ん
は
、「
就
職
し

た
約
8０
％
が
精
神
障
害
の
あ
る
方
、
そ
し
て
定

着
率
は
8０
％
以
上
で
す
。
病
院
受
診
同
行
や
、

家
族
や
支
援
機
関
と
相
談
し
て
て
い
ね
い
に
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

み
な
み
か
ら
地
元
企
業
へ
就
職
し
た
4０
代
の

女
性
に
話
を
聞
い
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
仕
入
伝
票

を
処
理
す
る
な
ど
、
事
務
や
庶
務
の
業
務
を
担

当
し
て
い
る
。

パソコンでの事務作業の様子を見学する
阪本委員（中央）と

案内してくれた大西さん（右）

医療機関で働く松
まつ

島
しま

健
けん

太
た

さんは、
「就労移行支援事業所みなみ」の支援終了後も、

継続して看護補助業務に従事している
（写真提供：ワークサポートセンター三愛）

精神保健福祉士で課長を務める
髙田裕子さん

精神保健福祉士で主任の
大西拓さん

「みなみ」の就労支援を受け、
地元企業で事務、庶務などを担当する女性
（写真提供：ワークサポートセンター三愛） 定着支援員とともにお話をうかがった

セ
ン
タ
ー
職
業
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
精
神
障

害
者
向
け
支
援
技
法
「
ジ
ョ
ブ
リ
ハ
ー
サ
ル
」

（
※
２
）
を
導
入
。
利
用
者
は
作
業
し
な
が
ら
向

き
不
向
き
を
判
断
し
自
己
特
性
を
知
り
、
仕
事

の
選
択
に
役
立
て
て
、
支
援
員
は
個
別
プ
ロ
グ

　

こ
れ
ら
の
一
部
は
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の
障
害
者
職
業
総

合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門
が
開
発
し
た
ア
セ
ス

メ
ン
ト
ツ
ー
ル「
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
幕
張
版（
Ｍ

Ｗ
Ｓ
）」（
※
１
）、
同
機
構
の
障
害
者
職
業
総
合

※１　 https://www.nivr.jeed.
go.jp/research/kyouzai/
kyouzai59.html

※２　 https://www.nivr.jeed.
go.jp/center/report/
support21.html
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３
年
２
月
末
時
点
の
登
録
者
は
６
３
８
人
。
身

体
障
害
５9
人
、
知
的
障
害
２
８
３
人
、
精
神
障

害
２
８
６
人
、
そ
の
ほ
か
１０
人
。
通
信
制
・
定

時
制
高
校
を
卒
業
し
た
就
労
未
経
験
の
若
者
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

登
録
者
の
う
ち
、
２
０
２
２
年
度
の
就
職
者

は
43
人
（
身
体
障
害
１
人
、
知
的
障
害
１５
人
、

精
神
障
害
26
人
、
そ
の
ほ
か
１
人
）。
就
職
先

は
製
造
、
運
送
、
農
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
事

務
職
の
場
合
は
高
松
市
へ
の
勤
務
者
も
い
る
。

　

精
神
保
健
福
祉
士
で
主
任
就
業
支
援
ワ
ー

カ
ー
の
大お
お

西に
し

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
は
、「
ほ
か
の
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
知
的
障
害
の

あ
る
方
の
利
用
が
多
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
の

セ
ン
タ
ー
は
精
神
科
病
院
が
母
体
で
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
地
域

の
企
業
、
事
業
所
に
働
き
か
け
、
職
場
実
習
、

就
労
へ
と
活
動
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
そ
の

蓄
積
の
結
果
と
し
て
登
録
者
も
就
職
者
も
精
神

障
害
の
あ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
中
讃
地
域
に
あ
る
８
つ
の
精
神
科
病
院
、
７

つ
の
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
高
松

市
内
の
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
も
連
携
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
地
域
で

暮
ら
す
人
々
の
就
労
支
援
に
役
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

就
労
支
援
の
現
場
へ
精
神
保
健
福
祉
士
を
多

く
投
入
、
精
神
障
害
の
特
性
の
把
握
、
対
応
、

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
さ
ん
あ
い
」
へ
。

　

定
員
は
１
日
2５
人
。
46
人
が
登
録
し
１
日
に

計
22
人
~
2５
人
が
利
用
し
て
い
る
。
利
用
者
は

2０
~
7０
代
、
平
均
年
齢
48
歳
。
精
神
障
害
の
あ

る
方
が
9０
％
だ
。
仕
事
は
病
院
内
の
食
器
洗
浄
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
袋
詰
め
、
農
作
業
、
清
掃
の

ほ
か
、
運
送
会
社
で
荷
物
の
仕
分
け
作
業
な
ど
。

工
賃
は
月
平
均
２
万
円
。

　

介
護
福
祉
士
で
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
三み

宅や
け

ナ
オ
ミ
さ
ん
は
、「
精
神
障
害
の
あ
る
方
々
は
、

体
調
や
気
持
ち
に
日
々
波
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
支
援
ニ
ー
ズ
は
個
別
で
多
様
で
す
。
企
業
へ

の
一
般
就
労
を
目
ざ
す
人
に
は
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
か
ら
就
職
す
る
方
と
、
就
労
移

行
支
援
事
業
所
の
利
用
を
経
て
就
職
す
る
方
が

い
る
た
め
、
そ
の
方
と
の
日
々
の
か
か
わ
り
か

ら
、
て
い
ね
い
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
説
明
す
る
。

障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
く
ば
ら

　

最
後
に
、「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
く
ば
ら
」
を
訪
ね
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
主
任
就
業
支
援
ワ
ー
カ
ー
１

人
、就
業
支
援
ワ
ー
カ
ー
３
人
、生
活
支
援
ワ
ー

カ
ー
２
人
。
対
象
エ
リ
ア
は
丸
亀
市
、
坂
出
市
、

善
通
寺
市
、
宇う

多た

津づ

町ち
ょ
う

、
多た

度ど

津つ

町ち
ょ
う

、
琴
平
町
、

綾あ
や

川が
わ

町ち
ょ
う

、
ま
ん
の
う
町ち

ょ
う

の
３
市
５
町
。
２
０
２

　
「
入
社
し
て
５
年
目
で
す
。
仕
事
に
は
慣
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
と
き
よ
り
セ
ル
フ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１

年
半
の
就
労
移
行
支
援
で
体
力
が
つ
き
、
気
持

ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
を
学
び
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

　

み
な
み
で
は
２
０
１
８
年
１０
月
か
ら
就
労
定

着
支
援
事
業
も
開
始
し
た
。
前
述
の
女
性
の
支

援
を
担
当
し
た
定
着
支
援
員
で
看
護
師
の
島し
ま

崎さ
き

須す

美み

さ
ん
は
、「
週
１
回
ぐ
ら
い
の
相
談
が
１

年
近
く
続
き
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

方
法
な
ど
を
話
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
の
後

職
場
に
だ
ん
だ
ん
慣
れ
、
２
年
目
か
ら
落
ち
着

き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

就
労
定
着
支
援
の
基
本
は
、
早
め
の
相
談
と
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
ス
ト
レ
ス
解
消
。
支
援
員
は

相
談
が
あ
れ
ば
、
本
人
、
家
族
、
さ
ら
に
企
業

を
訪
問
し
て
職
場
の
方
々
に
も
様
子
を
聞
き
、

パ
イ
プ
役
と
し
て
双
方
を
つ
な
ぐ
。

　
「
職
場
の
人
に
本
人
が
悩
ん
で
い
る
内
容
を

伝
え
、
問
題
を
理
解
し
、
解
決
へ
協
力
し
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
い
う
。

　

周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
む

人
々
に
は
定
着
支
援
は
欠
か
せ
な
い
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

さ
ん
あ
い

　

次
は
同
じ
く
三
愛
会
が
運
営
す
る
「
就
労
継

「障害者就業・生活支援センターくばら」のミーティングルーム 介護福祉士で
サービス管理責任者の三宅ナオミさん

定着支援員で看護師の
島崎須美さん

「就労継続支援B型事業所さんあい」のワーキングルーム
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福
祉
の
行
政
官
だ
っ
た
バ
ン
ク
・
ミ
ケ
ル
セ
ン

が
提
唱
し
た
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」。

障
害
者
は
施
設
を
出
て
、
地
域
で
暮
ら
し
、
働

き
、
施
設
は
地
域
で
暮
ら
す
障
害
者
を
支
援
す

る
役
割
に
な
る
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
施
設
ケ
ア
か

ら
地
域
ケ
ア
へ
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
を
求
め

た
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
、
就
学
年
齢

に
な
れ
ば
地
域
の
小
学
校
で
学
び
、
成
人
に
な

れ
ば
就
労
支
援
を
受
け
、
音
楽
や
絵
画
を
楽
し

む
ア
ー
ト
支
援
を
利
用
し
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
生
産

活
動
に
参
加
し
、
良
き
隣
人
と
し
て
と
も
に
生

き
る
。

　

国
連
は
各
国
政
府
に
１
９
９
２
年
ま
で
に
医

療
、
交
通
、
教
育
、
就
労
な
ど
の
施
策
を
中
心

に
し
た
行
動
計
画
を
つ
く
る
よ
う
に
宣
言
し
た
。

　

日
本
政
府
は
障
害
者
自
立
支
援
法
を
制
定
し

就
労
支
援
制
度
を
始
め
た
。
養
護
学
校
は
特
別

支
援
学
校
に
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て

い
る
。
昭
和
の
時
代
に
国
連
が
問
題
提
起
し
、

国
が
法
律
を
立
案
、
平
成
の
時
代
に
具
体
的
に

新
し
い
制
度
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
、
4０
年
を
超

え
た
。

　

今
回
、
医
療
法
人
社
団
三
愛
会
三
船
病
院
の

取
組
み
を
取
材
し
、「
完
全
参
加
と
平
等
」
の

最
終
ゴ
ー
ル
は
、
精
神
障
害
者
の
就
労
支
援
だ

と
思
っ
た
。

援
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
専

門
職
で
あ
る
精
神
保
健
福
祉
士
を
早
く
か
ら
採

用
し
、
病
院
と
就
労
支
援
の
現
場
で
合
わ
せ
て

3０
人
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
が
１０
年
、
2０
年
と

経
験
を
積
み
、
就
労
支
援
の
柱
に
な
り
、
最
前

線
で
よ
い
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地
方

都
市
で
仕
事
の
確
保
な
ど
む
ず
か
し
い
点
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
」
と
語
る
。

　

医
療
と
就
労
支
援
の
現
場
の
情
報
共
有
、
人

事
交
流
も
行
い
、
精
神
科
医
療
と
就
労
支
援
が

１
本
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
精
神
科
病
院
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
拠
点

化
へ
進
ん
で
い
る
。

　

香
川
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
上
席
障
害
者
職

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
國く
に

田た

敬け
い

子こ

さ
ん
は
、「
母

体
の
病
院
が
地
域
で
長
く
精
神
科
医
療
を
け
ん

引
し
て
お
り
、
就
労
支
援
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
支
援
機
関
、
事
業
主
と
の
つ
な
が
り
も
強
い
。

個
々
の
障
害
特
性
に
即
し
た
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
定
、
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
。

「
完
全
参
加
と
平
等
」
の

最
終
ゴ
ー
ル
を
目
ざ
し
て

　
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
国

際
障
害
者
年
は
１
９
８
１
年
。
そ
の
理
念
の
中

心
に
な
っ
た
の
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
の
障
害

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
役
立
っ
て
い
る
。

医
療
と
就
労
が

一
体
と
な
っ
た
支
援

　

こ
こ
で
は
、
精
神
科
医
療
と
一
体
と
な
っ
た

就
業
支
援
、
生
活
支
援
体
制
が
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
。

　

１
９
８
５
年
以
降
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
入

院
患
者
が
早
く
退
院
し
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
支
援
を
始
め
、
１
９
９
５
年
か
ら
香
川
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

支
援
体
制
が
充
実
し
た
。
２
０
０
６
年
の
障
害

者
自
立
支
援
法
施
行
に
合
わ
せ
て
、
思
い
切
っ

た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
実
施
。
在
院
患
者
数

は
５
年
間
で
１
７
０
人
減
少
し
、
就
労
支
援
事

業
所
な
ど
を
順
次
、
開
設
し
た
と
い
う
。
理
事

長
の
三
船
さ
ん
は
、「
施
設
を
整
備
し
、
精
神

障
害
の
あ
る
方
に
対
し
、
専
門
的
で
多
様
な
支

香川障害者職業センターとの連携について話す
理事長の三船さん

「障害者就業・生活支援センターくばら」のミーティングルーム香川障害者職業センター上席障害者職業
カウンセラーの國田敬子さん

精神保健福祉士で主任就業支援ワーカーの
大西由美子さん
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省 庁

厚生労働省 職業安定局

令和５年度 予算の概要
（障害者雇用施策関係部分の抜粋版）

障
害
者
の
就
労
促
進

【
１
８
６
億
円
（
１
８
７
億
円
）】

※（
　
）内
は
前
年
度
当
初
予
算
額

●
障
害
者
雇
用
ゼ
ロ
企
業
等
に
対
す
る
「
企
業
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
の
実
施
等

予
算
額
　
10
億
円
（
９
・
６
億
円
）

　

障
害
者
の
雇
用
経
験
や
雇
用
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
る
雇
用
ゼ
ロ
企
業
に

対
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
各
種
支
援
機
関
と
連
携
し
、
企
業

ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
求
人
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
求
職
者
の
開
拓
等
の

準
備
段
階
か
ら
採
用
後
の
定
着
支
援
ま
で
障
害
者
雇
用
を
一
貫
し
て
支
援
す
る
。

●
「
障
害
者
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
の
実
施
等
に
よ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
マ
ッ
チ
ン
グ

の
強
化

予
算
額
　
17
億
円
（
18
億
円
）

　

福
祉
施
設
等
の
利
用
者
を
は
じ
め
、
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
一
人
ひ
と
り

に
対
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
（
主
査
）
と
福
祉
施
設
の
職
員
、
そ
の
他
の

就
職
支
援
者
が
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
就
職
か
ら
職
場
定
着
ま
で
一
貫
し
た
支
援

を
実
施
す
る
。

●
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
就
業
支
援

予
算
額
　
81
億
円
（
80
億
円
）

　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は

障
害
者
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
を
図
る
た
め
、
雇
用
、
保
健
、
福
祉
、
教

育
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
障
害
者
の
身
近
な
地
域
に
お
い
て
就
業
面

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
よ
り
発
表
さ
れ
た

「
令
和
５
年
度
予
算
の
概
要
」
に
つ
い
て
、

障
害
者
雇
用
施
策
関
係
部
分
の
抜
粋
版
を
紹
介
し
ま
す
。

中
小
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
障
害
者
の
雇
入
れ
等
の
支
援

及
び
生
活
面
に
お
け
る
一
体
的
な
支
援
を
行
い
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
及
び

安
定
を
図
る
。

　

更
に
、
全
国
の
障
害
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
は
、

各
地
域
に
お
け
る
中
核
的
な
就
労
支
援
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

個
々
の
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
相
談
・
支
援
に
加
え
て
、
地
域
の
支
援
機

関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

●
障
害
者
の
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

予
算
額
　
75
百
万
円
（
80
百
万
円
）

　

障
害
者
へ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
は
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
個
々
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
体
調
管

理
等
の
個
別
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
個
別
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
加
え
て
、
障
害
者
へ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
た
企

業
に
対
し
て
、
運
用
面
で
の
課
題
へ
の
助
言
や
障
害
者
の
職
場
定
着
に
向
け
た

相
談
支
援
を
行
う
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
進
展
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
障
害
者
が
担
っ
て
き
た
定
型
的

な
業
務
が
減
少
し
、
障
害
者
の
雇
用
維
持
が
難
し
く
な
る
事
案
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
障
害
者
の
新
た
な
職
域
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
通
じ
て
、
新
た
な
職
域
開
発
に
向
け
た
雇
用
モ

デ
ル
の
構
築
を
支
援
す
る
。

●
福
祉
、
教
育
、
医
療
か
ら
雇
用
へ
の
移
行
推
進
事
業

予
算
額
　
２
・
８
億
円
（
２
・
９
億
円
）

　

障
害
者
や
そ
の
保
護
者
、
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
就
労
支
援
機
関
・
特
別
支
援

学
校
・
医
療
機
関
等
関
係
機
関
の
職
員
等
は
、
企
業
就
業
へ
の
意
識
や
実
際
に

企
業
で
就
業
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
十
分
と
は
言
え
ず
、
企
業
で
の
就
業
に
対
す
る

躊
躇
や
諦
め
を
持
つ
な
ど
、
福
祉
か
ら
企
業
就
業
へ
の
円
滑
な
移
行
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
関
係
機
関
の
職
員
等
に
対
し
、
企
業
で
の
就
業
へ
の
理
解
促
進

を
図
り
、
企
業
で
の
就
業
に
対
す
る
不
安
感
等
を
払
拭
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
支
援
を
実
施
す
る
。
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●
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
（
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
・
短
時
間
ト
ラ
イ
ア

ル
コ
ー
ス
）

予
算
額
　
12
億
円
（
13
億
円
）

　

障
害
者
雇
用
の
取
組
が
遅
れ
て
い
る
事
業
所
で
は
、
障
害
者
雇
用
の
経
験
が

乏
し
い
た
め
に
、
障
害
者
に
合
っ
た
職
域
開
発
、
雇
用
管
理
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
く
、
障
害
者
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
面
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
対
し
て
、
障
害
者
の
試
行
雇
用
を
通
じ
、
障

害
者
の
雇
用
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
業
務
遂
行
の

可
能
性
を
見
極
め
、
試
行
雇
用
終
了
後
に
常
用
雇
用
へ
の
移
行
を
進
め
、
就
業

機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

精
神
障
害
者
、
発
達
障
害
者
、
難
病
患
者
等
の

多
様
な
障
害
特
性
に
対
応
し
た
就
労
支
援

●
精
神
障
害
者
等
の
就
職
及
び
雇
用
継
続
の
促
進
に
向
け
た
支
援
事
業

　（
精
神
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）

予
算
額
　
14
億
円
（
15
億
円
）

　

き
め
細
か
な
支
援
を
要
す
る
精
神
障
害
者
等
の
求
職
者
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
専
門
的
な
就
職
支
援
や
職
場
定
着
支
援
、
及

び
事
業
主
に
対
す
る
精
神
障
害
者
等
の
雇
用
に
係
る
課
題
解
決
の
た
め
の
相
談

援
助
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
精
神
障
害
者
等
の
専
門
知
識
や
支
援
経
験
を
有
す
る
者
を

配
置
し
、
相
談
援
助
や
専
門
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
。

●
発
達
障
害
者
の
就
職
及
び
雇
用
継
続
の
促
進
に
向
け
た
支
援
事
業

　（
発
達
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）

予
算
額
　
４
・
６
億
円
（
４
・
７
億
円
）

　

き
め
細
か
な
支
援
を
要
す
る
発
達
障
害
者
の
求
職
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
専
門
的
な
就
職
支
援
や
職
場
定
着
支
援
、
及
び

事
業
主
に
対
す
る
発
達
障
害
者
の
雇
用
に
係
る
課
題
解
決
の
た
め
の
相
談
援
助

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
発
達
障
害
者
の
専
門
知
識
や
支
援
経
験
を
有
す
る
者
を
配

置
し
、
相
談
援
助
や
専
門
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
。

●
就
職
活
動
に
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
障
害
の
あ
る
学
生
等
へ
の
就
職
支
援

予
算
額
　
１
・
２
億
円
（
１
・
１
億
円
）

　

発
達
障
害
等
の
た
め
に
専
門
的
な
支
援
が
な
い
と
就
職
活
動
自
体
が
困
難
な

学
生
等
に
対
し
て
、
大
学
等
と
連
携
し
て
支
援
が
必
要
な
学
生
等
へ
の
早
期
把

握
を
図
る
と
と
も
に
、
就
職
準
備
か
ら
就
職
・
職
場
定
着
ま
で
の
一
貫
し
た
チ
ー

ム
支
援
を
行
う
。

●
精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

予
算
額
　
15
百
万
円
（
22
百
万
円
）

　

職
場
に
お
け
る
精
神
・
発
達
障
害
者
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
に
よ
り
、
職

場
定
着
を
推
進
す
る
た
め
、
企
業
内
に
お
い
て
、
精
神
・
発
達
障
害
者
を
温
か

く
見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者
と
な
る
「
精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
し
、
精
神
・
発
達
障
害
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
促
進
す
る
。

●
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
就
労
支
援
の
強
化

予
算
額
　
２
・
２
億
円
（
２
・
２
億
円
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
難
病
患
者
就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
個
々

の
難
病
患
者
の
希
望
や
特
性
、
配
慮
事
項
等
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
職
業
相

談
・
職
業
紹
介
及
び
定
着
支
援
等
総
合
的
な
支
援
を
実
施
。

●
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
（
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開

発
コ
ー
ス
）

予
算
額
　
６
・
３
億
円
（
６
・
１
億
円
）

　

発
達
障
害
者
は
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
困
難
を
抱
え
て

い
る
場
合
が
多
く
、
就
職
・
職
場
定
着
に
は
困
難
が
伴
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
難
病
患
者
は
、
慢
性
疾
患
化
し
て
十
分
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
場
合

も
あ
る
が
、
実
際
の
就
労
に
当
た
っ
て
は
様
々
な
制
限
・
困
難
に
直
面
し
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
、
発
達
障
害
者
及
び
難
病
患
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
者
を
新
た
に
雇
用
し
、
雇
用
管
理
等
に
つ
い
て
配
慮
を
行
う
事
業
主
に
対

す
る
助
成
を
行
う
。
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精神障害者・発達障害者への復職支援の実際：障害特性及び職場同僚・上司の理解に焦点を当てて, 職業リハビリテーション, 30（2）, 3-11.

⑥
障
害
者
従
業
員
に
提
供
す
る
サ
ポ
ー
ト
と
提
供
し
た

理
由
。

３　

調
査
結
果
の
概
要

（
１
）
回
答
者
の
属
性

　

回
答
者
の
平
均
年
齢
は
50
・
２
歳
（
Ｓ
Ｄ
＝
±
10
・

14
）
で
あ
り
、
職
業
は
「
会
社
勤
務
（
一
般
社
員
）」

（
40
・
５
％
）
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
」
や
「
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
」

な
ど
障
害
者
雇
用
に
関
わ
る
資
格
を
保
有
し
て
い
る
か

ど
う
か
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
保
有
し
て
い
な
い
」

が
95
・
６
％
で
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
職
場
以
外
で

障
害
者
と
関
わ
っ
た
経
験
に
つ
い
て
回
答
を
求
め
た
と

こ
ろ
、「
特
に
な
し
」（
46
・
９
％
）
が
最
も
多
く
、
現

在
の
職
場
以
外
で
は
、
障
害
者
と
関
わ
っ
た
経
験
が
な

い
者
が
半
数
弱
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
職
場
に
お
け

る
障
害
者
へ
の
配
慮
に
関
す
る
一
般
的
な
知
識
を
あ
ま

り
持
た
な
い
回
答
者
が
一
定
程
度
含
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
障
害
者
従
業
員
に
関
す
る
結
果

ア
　
障
害
や
困
難
の
状
況

　

障
害
者
従
業
員
（
想
定
す
る
１
名
）
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
障
害
や
困
難
が
あ
る
か
、
最
も
配
慮
が
必
要

な
内
容
に
つ
い
て
一
つ
選
択
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
歩
行
や
階
段
の
上
り
下
り
に
障
害
や
困
難
が
あ
る
」

（
35
・
６
％
）
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
、「
対
人
関
係
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障
害
や
困
難
が
あ
る
」

（
17
・
７
％
）、「
聞
く
こ
と
に
障
害
や
困
難
が
あ
る
」

（
11
・
７
％
）
と
続
き
ま
し
た
。

イ
　
障
害
者
従
業
員
へ
の
配
慮
の
状
況

１　

は
じ
め
に

　

企
業
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
数
が
増
加
す
る
な

か
、
採
用
後
の
職
場
定
着
に
向
け
た
企
業
の
取
組
み
や
、

企
業
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
行
研
究
か

ら
は
、
職
場
の
上
司
・
同
僚
と
の
人
間
関
係
の
悪
化
が

障
害
者
の
離
職
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

上
司
・
同
僚
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
で
、
働
く

障
害
者
の
職
場
の
ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ
れ
、
雇
用
継
続

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
職
場
の
上
司
・
同
僚
が
障
害
者
の
雇
用
継
続
に
果

た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
職
場
の
上

司
・
同
僚
は
人
事
担
当
者
や
企
業
内
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の

よ
う
に
障
害
者
雇
用
に
対
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
る
と

は
か
ぎ
ら
ず
、
障
害
者
と
と
も
に
働
く
こ
と
に
と
ま
ど

い
を
感
じ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門
で
は
、
障
害
者

と
同
じ
職
場
で
働
く
上
司
・
同
僚
（
以
下
、「
同
僚
従

業
員
」）
に
注
目
し
、
障
害
者
と
働
く
こ
と
に
対
す
る

意
識
や
行
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
結
果
の

一
部
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

２　

調
査
方
法

（
１
）
調
査
手
続
き

　

調
査
会
社
が
保
有
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
と
し
た
Ｗ

ｅ
ｂ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
、
年
齢
が
18
〜
69
歳
に
該
当
す
る
者
を
対
象

に
①
配
慮
が
必
要
な
障
害
者
と
同
じ
職
場
で
働
い
て
い

る
、
②
障
害
者
の
採
用
に
関
わ
る
立
場
に
な
い
、
と
い

う
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
１
，０
０
０
名
を
抽
出
し
ま

し
た
。

（
２
）
調
査
内
容

　
（
１
）
で
抽
出
し
た
１
，０
０
０
名
に
対
し
て
、
お
も

に
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
回
答
を
求
め
ま
し
た
。
①
回

答
者
の
属
性
、
②
回
答
者
と
同
じ
職
場
で
働
く
障
害
者

（
以
下
、「
障
害
者
従
業
員
」）
の
障
害
や
困
難
の
状
況
、

③
障
害
者
従
業
員
に
対
し
、
会
社
等
が
実
施
す
る
配
慮

の
状
況
、
④
障
害
者
従
業
員
が
受
け
て
い
る
配
慮
に
対

す
る
認
識
、
⑤
障
害
者
従
業
員
と
働
く
う
え
で
の
課
題
、

障
害
等
に
よ
り
配
慮
が
必
要
な
従
業
員
の

上
司
・
同
僚
の
意
識
に
関
す
る
研
究

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門　

事
業
主
支
援
部
門
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障
害
者
従
業
員
が
会
社
等
の
所
属
し
て
い
る
組
織
か

ら
受
け
て
い
る
配
慮
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す

べ
て
に
選
択
を
求
め
た
結
果
、「
作
業
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
配
慮
」（
46
・
５
％
）
が
最
も
多
く
選
択

さ
れ
、「
職
場
内
移
動
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
配
慮
」

（
28
・
６
％
）、「
業
務
遂
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
配
慮
」

（
24
・
０
％
）
と
続
き
ま
し
た
（
図
１
）。

（
３
）
同
僚
従
業
員
の
意
識

ア
　
障
害
者
従
業
員
が
職
場
か
ら
受
け
て
い
る
配
慮
に

対
す
る
認
識

　
（
２
）
イ
の
各
配
慮
項
目
の
う
ち
、「
そ
の
他
」
を
除

く
す
べ
て
の
配
慮
項
目
に
お
い
て
「
適
切
な
配
慮
が
提

供
さ
れ
て
い
る
」
の
選
択
率
が
80
％
以
上
で
あ
り
、
配

慮
が
過
剰
、
ま
た
は
不
足
し
て
い
る
と
す
る
回
答
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
僚
従
業
員
は
、
障
害
者
従

作業の負担を
軽減するための配慮

職場内移動の負担を
軽減するための配慮

業務遂行を
容易にするための配慮

通院・体調等への配慮

相談に関する配慮

疲労やストレス等に
対する配慮

業務遂行を
可能にするための配慮

通勤に関する配慮

集中しやすい環境に
するための配慮

その他

46.5

28.6

24.0

14.9

14.6

23.5

15.9

5.8

15.3

1.9

n＝1,000

0 10 20 30 40 50（％）

図１　障害者従業員が受けている配慮（複数回答）

業
員
が
受
け
て
い
る
配
慮
を
お
お
む
ね
適
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

イ
　
障
害
者
従
業
員
と
働
く
う
え
で
の
課
題

　

障
害
者
従
業
員
と
働
く
う
え
で
課
題
に
感
じ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
選
択
を

求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
特
に
な
し
」
が
64
・
９
％

で
あ
り
、
半
数
以
上
は
課
題
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
課
題
の
内
容
で
は
「
困
っ
て
い
る
様

子
は
み
ら
れ
る
が
、
自
分
が
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」（
14
・
８
％
）
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
　
障
害
者
従
業
員
に
提
供
す
る
サ
ポ
ー
ト

　

障
害
者
従
業
員
に
対
し
て
提
供
し
た
こ
と
の
あ
る
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
選
択

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

が
43
・
７
％
で
あ
り
、最
も
多
く
選
択
さ
れ
ま
し
た（
図
２
）。

一
方
で
、
半
数
以
上
の
回
答
者
が
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト

内
容
で
は
、「
障
害
の
あ
る
方
に
声
を
か
け
て
い
る
」

（
31
・
２
％
）
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
の

内
容
に
よ
る
違
い
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
ど
の
サ
ポ
ー

ト
内
容
に
お
い
て
も
、「
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と
思
っ

た
か
ら
」
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

４　

ま
と
め

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
半
数
強
の
回
答
者
に
サ

ポ
ー
ト
の
提
供
経
験
が
あ
っ
た
も
の
の
、
４
割
は
何
も

し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
障
害
者
従
業
員
に
サ
ポ
ー
ト

が
届
い
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
僚
従
業

員
に
よ
る
障
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
増
や
し
て
い
く
た

め
に
は
、
同
僚
従
業
員
が
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
や
す
い

条
件
、
あ
る
い
は
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
意

志
を
持
て
る
よ
う
な
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
支
援

者
・
企
業
担
当
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
（
※
１
）。
今
後
は
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
条

件
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

本
調
査
研
究
で
は
障
害
者
従
業
員
の
状
態
像
別
の
分
析

も
行
い
ま
し
た
。
詳
し
く
は
資
料
シ
リ
ー
ズ
№
１
０
５

「
障
害
等
に
よ
り
配
慮
が
必
要
な
従
業
員
の
上
司
・
同

僚
の
意
識
に
関
す
る
研
究
」（
※
２
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

職
場
で
障
害
者
雇
用
の
理
解
を
促
進
す
る
際
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

障害のある方に
声をかけている

障害のある方の
話し相手に
なっている

障害のある方の
仕事に関して

アドバイスをしている

その他

特に何もしていない

障害のある方を
認めており、

それを伝えている

障害のある方の
仕事を手伝っている

障害のある方の
相談にのっている

31.2

18.1

12.6

1.2

16.3

14.8

43.7

（％）

14.7

0 10 20 30 40 50

n＝1,000

図２　障害者従業員に対して提供したことのある
サポート（複数回答）
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２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
か
ら
５
年
間
の
新
た
な

「
障
害
者
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
東
京
パ

ラ
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
継
ぎ
、
公
共
交
通
機
関
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者

に
対
し
て
「
合
理
的
配
慮
」
を
義
務
づ
け
る
改
正
障
害

者
差
別
解
消
法
が
２
０
２
４
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
を
見
す
え
、
理
解
の
促
進
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
る
。

　

ま
た
障
害
者
が
災
害
な
ど
の
情
報
を
得
や
す
く
す
る

た
め
、
情
報
通
信
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
人
材
育

成
な
ど
を
通
じ
て
障
害
者
が
意
思
疎
通
し
や
す
い
よ
う

支
援
の
充
実
を
図
る
。
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
障
害
者

が
情
報
通
信
機
器
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
全
都
道
府
県
に
設
置
す
る
、
２
０

２
５
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
公
立
小
中
学
校
に
ス
ロ
ー

プ
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
る
。

https://w
w
w
8.cao.go.jp/shougai/suishin/

w
akugum

i.htm
l

　

厚
生
労
働
省
は
、
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
障
害
者

の
雇
用
が
十
分
で
な
く
、
国
が
勧
告
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
改
善
が
見
ら
れ
な
い
企
業
５
社
を
公
表
（
う
ち
、

３
社
は
再
公
表
）
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
法
定
雇
用
率
の
達
成
に
向
け
た
計
画

の
作
成
を
求
め
、
適
切
な
実
施
を
勧
告
し
、
こ
れ
に
従

わ
な
い
場
合
は
企
業
名
を
公
表
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_32284.
htm
l 国

の
動
き

「
第
５
次
障
害
者
基
本
計
画
」
決
定

内閣府

障
害
者
の
雇
用
改
善
が
見
ら
れ
な
い

企
業
名
を
公
表

厚生
労働省

電
話
：
０
２
６
３
ー
５
２
ー
０
２
８
０
（
代
表
）

内
線
２
１
１
５

　

大
分
県
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
向

け
た
啓
発
動
画
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
誰
も

が
自
分
ら
し
く
生
き
る
大
分
県
に
す
る
た
め
に
」
を
制

作
し
た
。
障
害
者
関
係
団
体
の
監
修
・
協
力
の
も
と
、

一
部
で
当
事
者
に
も
出
演
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
県
内

の
事
例
や
当
事
者
目
線
を
ふ
ま
え
た
実
情
に
即
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
企
業
・
団
体
向
け
に
職
場
研

修
等
の
場
面
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
「
Ｑ
＆
Ａ
形
式
」

や
「
分
割
版
」
も
公
開
。
全
４
部
構
成
で
計
32
分
程
度
。

分
割
版
は
（
１
）
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
、（
２
）

さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
特
性
、（
３
）
合
理
的
配
慮
の

提
供
、（
４
）
障
が
い
者
を
助
け
る
マ
ー
ク
や
ツ
ー
ル
、

と
な
っ
て
い
る
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
リ
ン

ク
先
か
ら
「
大
分
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
」

のY
ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
遷
移
す
る
。

https://w
w
w
.pref.oita.jp/soshiki/12370/

syougaisayasabetsukaisyou.htm
l

気
象
台
と
筑
波
技
術
大
学
が
連
携

　

東
京
管
区
気
象
台（
東
京
都
）、水
戸
地
方
気
象
台（
茨

城
県
）、
国
立
大
学
法
人
筑
波
技
術
大
学（
茨
城
県
）は
、

障
害
の
あ
る
学
生
ら
の
意
見
を
活
か
し
て
防
災
対
策
を

進
め
る
た
め
の
協
定
を
結
び
、
障
害
者
ら
要
配
慮
者
の

防
災
対
策
な
ど
５
項
目
で
の
連
携
を
確
認
し
た
。

　

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
津
波
に
つ
い
て
は
、
海
岸
の

近
く
に
い
る
人
や
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
な
ど
に
情
報
を

伝
え
る
赤
と
白
の
格
子
模
様
の
旗
、「
津
波
フ
ラ
ッ
グ
」

の
普
及
を
図
る
防
災
教
育
や
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
。

差
別
解
消
へ
啓
発
動
画

大分生
活
情
報

　

東
京
都
は
、
都
内
在
住
で
発
達
障
害
の
あ
る
人
や
家

族
か
ら
の
相
談
を
受
け
つ
け
る
「
東
京
都
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
18
歳
以
上
を
対
象
に
し

た
専
用
の
相
談
窓
口
を
新
た
に
設
け
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
開
設
さ
れ
、
学
校
や
会

社
、
支
援
機
関
、
行
政
機
関
な
ど
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
や
支
援
者
へ
の
研
修
な
ど
、地
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
全
年
齢
を
対
象
に
対
応
し
て
き
た
が
、

今
年
か
ら
18
歳
以
上
に
つ
い
て
は
「
お
と
な
Ｔト

ス

カ

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
」

（
文
京
区
）
と
し
て
公
益
財
団
法
人
神
経
研
究
所
が
、

18
歳
未
満
は
「
こ
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
」（
世
田
谷
区
）

と
し
て
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
が
、
都
か
ら
委
託
を
受
け

て
い
る
。「
お
と
な
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
」
で
は
、
ま
ず
電
話

か
メ
ー
ル
で
相
談
の
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
る
。
電
話

受
け
つ
け
は
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
。

電
話
：
０
３
ー
６
９
０
２
ー
２
０
８
２

メ
ー
ル
：otona-tosca@

ionp.or.jp

　

塩
尻
市
は
、
自
傷
や
物
を
壊
す
な
ど
の
行
動
が
高
い

頻
度
で
見
ら
れ
る
「
強
度
行
動
障
害
」
の
あ
る
人
と
家

族
を
支
援
す
る
た
め
の
「
強
度
行
動
障
害
児
者
住
宅
改

良
促
進
事
業
」
を
始
め
る
。

　

障
害
特
性
に
応
じ
た
生
活
環
境
を
整
備
す
る
住
宅
改

修
に
経
費
の
９
割
（
上
限
90
万
円
）
を
補
助
す
る
。
在

宅
生
活
者
が
対
象
で
、
破
壊
行
動
に
耐
え
う
る
壁
や
床
、

ア
ク
リ
ル
窓
へ
の
交
換
や
、
家
電
製
品
を
囲
う
柵
の
設

置
な
ど
に
対
応
す
る
。
問
合
せ
は
、
塩
尻
市
健
康
福
祉

事
業
部
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
へ
。

地
方
の
動
き

18
歳
以
上
の
発
達
障
害
相
談
窓
口

東京

強
度
行
動
障
害
者
支
援
へ
住
宅
改
修
費
補
助

長野
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
24
回

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
18
〜
23
ペ
ー
ジ
）
は
阪
本
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
気
象
台
が
会
見
で
警
戒
を
呼
び
か
け
る
際
の
言
葉
づ
か
い
や
資
料
の
示
し
方
な
ど

に
つ
い
て
も
、
よ
り
連
携
し
て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
し
て
、
災
害
時
の
情
報
の
伝
え
方

が
向
上
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

　

山
口
県
大
島
郡
周す
お
う防

大お
お

島し
ま

町ち
ょ
う

に
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
園
長
を
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
ま
で
務
め
て
い
た
古ふ
る

川か
わ

英ひ
で

希の
ぶ

さ
ん
が
『
は
い
。
園
長
さ
ん
は
い
つ
も
に
こ

に
こ
し
て
ま
す
よ
。
―
障
害
者
福
祉
の
現
場
か
ら
―
』（
パ
レ
ー
ド
ブ
ッ
ク
ス
刊
）
を
出

版
し
た
。
20
年
に
わ
た
る
園
長
時
代
の
「
園
長
ブ
ロ
グ
」
に
、
退
職
後
も
引
き
続
き
投
稿

し
て
き
た
記
事
に
、「
私
が
学
ん
だ
知
的
障
害
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
」を
テ
ー

マ
と
し
た
「
仮
想
講
話
」
を
加
え
た
。
知
的
障
害
の
あ
る
利
用
者
と
の
日
々
の
な
か
か
ら

感
じ
た
障
害
者
福
祉
の
実
感
と
、
私
た
ち
の
社
会
の
価
値
観
へ
の
疑
問
と
葛
藤
、
明
日
へ

の
思
い
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。
四
六
判
、
３
６
６
ペ
ー
ジ
、
１
４
３
０
円
（
税
込
）。

本
紹
介

『
は
い
。
園
長
さ
ん
は
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
ま
す
よ
。

―
障
害
者
福
祉
の
現
場
か
ら
―
』

児童・生徒をはじめ社会人・一般の方も
ご応募いただけます。

絵画コンテストの応募は障害のある方が対象です。
写真コンテストの応募は障害の有無を問いません。
多くのみなさまからのご応募をお待ちしています。

令和 5 年度

シンボルキャラクター
“ピクチャノサウルス”

「絵画コンテスト 
 働くすがた～今そして未来～」
「写真コンテスト
職場で輝く障害者～今その瞬間～」

主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

検索JEED 絵画写真
詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。

＜過去のポスターや入賞作品などもご覧いただけます＞

あなたの力作が
ポスターになる！

締切迫る
！

応 募 締 切

令和5年６月15日（木）【消印有効】

「
完
全
参
加
と
平
等
」
か
ら
43
年

一
般
社
団
法
人
岡
山
障
害
者
文
化
芸
術
協
会
代
表
理
事
　
阪
本
文
雄

　

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
、
当
時
私
が
勤
務
し
て
い
た
株
式
会
社
山
陽
新

聞
社
は
、翌
年
の
国
際
障
害
者
年
に
合
わ
せ
障
害
者
を
取
り
巻
く
福
祉
、医
療
、

教
育
、
地
域
生
活
、
社
会
の
理
解
な
ど
を
記
事
で
連
載
す
る
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
取
材
班
は
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ

ア
へ
飛
ん
だ
。
岡
山
県
に
本
社
の
あ
る
地
方
紙
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
本
格

的
な
海
外
取
材
だ
っ
た
。
私
は
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
の
江え

草ぐ
さ

安や
す

彦ひ
こ

理
事
長

と
先
輩
記
者
と
一
緒
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
社
会
省
（
当
時
）
に
バ
ン
ク
・
ミ

ケ
ル
セ
ン
氏
を
訪
ね
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
の
教
授
室
の

よ
う
に
本
が
い
っ
ぱ
い
の
部
屋
で
、
パ
イ
プ
の
煙
を
く
ゆ
ら
せ
「
障
害
が
あ

る
か
ら
と
い
う
理
由
で
家
族
と
離
れ
、
施
設
で
生
涯
を
過
ご
す
の
は
理
解
で

き
な
い
。
市
民
と
し
て
地
域
で
働
き
、
暮
ら
す
べ
き
だ
」
と
い
う
新
鮮
な
言

葉
が
胸
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
43
年
。

　
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
際
障
害
者
年
を
機
に
、
医
療
、

福
祉
の
施
設
ケ
ア
は
役
割
、
機
能
を
大
き
く
転
換
し
、
精
神
科
病
院
の
患
者

は
病
院
を
出
て
、
地
域
で
働
き
、
暮
ら
す
人
が
増
え
た
。
病
院
は
長
期
入
院

と
い
う
囲
い
込
み
型
の
施
設
ケ
ア
か
ら
地
域
で
生
活
す
る
人
々
の
生
活
支
援
、

就
労
支
援
、
ア
ー
ト
支
援
な
ど
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
持
っ

た
。
今
後
も
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一
層
の
充
実
へ
医
療
と
就
労
支

援
や
ア
ー
ト
支
援
な
ど
幅
広
い
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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●
こ
の
人
を
訪
ね
て

全
国
で
「
久
遠
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
事
業
」
を
展
開
す

る
一
般
社
団
法
人
ラ
バ
ル
カ
グ
ル
ー
プ
（
愛
知
県
）

代
表
理
事
の
夏
目
浩
次
さ
ん
に
、
今
後
の
障
害
者
雇

用
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

除
雪
機
や
草
刈
機
、
高
所
作
業
機
な
ど
の
開
発
・

製
造
・
販
売
を
行
う
、
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
（
新
潟
県
）
を
訪
問
。
職
場
環
境
か
ら
支

援
体
制
の
整
備
ま
で
、
同
社
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

●
グ
ラ
ビ
ア

多
数
の
乳
製
品
を
取
り
扱
う
、
大
山
乳
業
農
業
協

同
組
合
（
鳥
取
県
）
を
取
材
。
障
害
の
あ
る
人
が
作

業
し
や
す
い
職
場
環
境
の
工
夫
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

三
鴨
岐
子
編
集
委
員
が
、
無
添
加
石
け
ん
な
ど
の

化
粧
品
製
造
販
売
や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
行
う
有
限
会
社
ね
ば

塾
（
長
野
県
）
を
訪
問
。
障
害
者
の
自
立
を
目
ざ
し
、

地
域
に
お
い
て
共
同
し
て
日
常
生
活
を
営
み
、
同
社

で
働
く
様
子
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

読者アンケートはこちら

検索富士山マガジンサービス

読者アンケートに
　   ご協力をお願いします！

回答はこちらから→

メールマガジン好評配信中！ 
詳しくは JEED メールマガジン

公式ツイッター
　　はこちら！
最新号発行のお知らせやコー
ナー紹介などをお届けします。 ＠JEED_hiroba

編 集 委 員
（五十音順）

定価141円（本体129円＋税）送料別
令和５年５月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。また、本誌では「障害」という表記を基本としてい
ますが、執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社FVP 代表取締役

トヨタループス株式会社 管理部次長

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

弘前大学教職大学院 教授 

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

武庫川女子大学 学生サポート室専門委員

サントリービジネスシステム株式会社 課長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 教授

常磐大学 准教授

大塚由紀子
金  井 　 渉
金塚たかし
菊  地  一  文
阪  本  文  雄
諏訪田克彦
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳
若  林 　 功

次
号
予
告

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　飯田 剛

 編集人ーー企画部次長　中上英二
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉３－１－２　

電話  043－213－6526（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦１－２－３  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

検索富士山マガジンサービス

定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申し込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821 FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法

６月号

掲示板

　当機構では職業リハビリテーションの研究成果を広く周知す
るとともに、参加者相互の意見交換、経験交流を行う場として「職
業リハビリテーション研究・実践発表会」を毎年開催しています。
　今年度は、2023（令和5）年11月8日（水）、11月9日（木）
の2日間、東京都江東区有明の東京ビッグサイトで開催する予定
です。5月末ごろから発表者を募集しますので、詳細は当機構障
害者職業総合センター（NIVR）ホームページをご覧ください。
　なお、当日の参加者については、8月末ごろにホームページな
どで募集する予定です。

〈お問合せ先〉
研究企画部企画調整室　TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp

第31回職業リハビリテーション研究・実践発表会
発表者募集のお知らせ

NIVR 検索検索検索

検索検索検索

※新型コロナウイルス感染症のへ対応等により、開催等に変更が生じる場合があります。
※NIVRホームページでは、昨年度までの発表資料等を掲載していますので、あわせてご覧ください。

働く広場  2023.6 30



「ネイリスト」荒山美夢さん（千葉県）「ネイリスト」山下加代さん（東京都） 「コンピュータ組立」赤地和典さん（千葉県）

「写真撮影（屋外）」小島未来さん（愛知県）「フラワーアレンジメント」山口めぐみさん（愛知県） 「写真撮影（屋外）」大塚弘也さん（鹿児島県）

「クリーニングサービス」下内寿也さん（京都府）

「歯科技工」中川直樹さん（埼玉県）

「フラワーアレンジメント」田中達也さん（新潟県） 「クリーニングサービス」本田駿斗さん（神奈川県）

「歯科技工」三津橋幸勇さん（北海道）



「英文ワープロ」で銀メダルの佐藤翔悟さん。あわせて「特別賞」（※）も受賞
� ※所属する代表団のなかで最も高い点数を獲得した出場者に授与される賞

「電子機器組立」で銀メダルに輝いた小倉怜さん

「歯科技工」で金メダルを獲得した中川直樹さん



各国の特別賞受賞者が勢ぞろいし、表彰式はフィナーレを迎えた熱戦を終えエッフェル塔をバックに記念写真

（左から）「ネイリスト」銀メダルの山下加代さん、銅メダルの荒山美夢さん「クリーニングサービス」銅メダル、本田駿斗さん

（左から）「家具（基礎）」銀メダルの深見尚生さん、「電子機器組立」銀メダルの小倉怜さん、「家具（応用）」銅メダルの伊藤俊貴さん
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職場適応援助者の養成・スキル向上研修のご案内
　当機構では、職場適応援助者（ジョブコーチ）に必要とされる専門的知識および支援技術を修
得するための「職場適応援助者養成研修」、 「職場適応援助者支援スキル向上研修」を実施してい
ます。
　各研修の詳細・お申込み先などは、右記のコードなどから当機構のホームページ（https://
www.jeed.go.jp/disability/supporter/supporter04.html）にアクセスいただき、サイ
ト内検索（各研修名で検索）でご確認ください。みなさまの受講を心よりお待ちしています。

職場適応援助者養成研修
【対象】訪問型・企業在籍型職場適応援助者（ジョブコーチ）としての援助を行う予定の方など
【内容】 ジョブコーチの役割、作業指導の実際、ケースから学ぶジョブコーチ支援の実際、職場における雇用管理の実際、支援記録の 

作成など
※集合研修4日＋地域障害者職業センターでの実技研修4日程度を全て受講する必要があります

地域区分 集合研修（日程、開催場所など） 実技研修

東日本：
北海道、
東北、
関東甲信越、
静岡、富山　
西日本：
東海
（静岡を除く）、
北陸
（富山を除く）、
近畿、中国、
四国、九州、
沖縄

8月期

全国対象 オンライン形式
　令和5年 8月23日（水）～ 8月24日（木）

集合研修終了後に、
各地域障害者

職業センターが実施。

オンライン形式と
集合形式の両方の
受講が必須

集合形式
　令和5年 8月31日（木）～ 9月 1日（金） 千葉県千葉市

9月期 西日本対象 　令和5年 9月26日（火）～ 9月29日（金） 大阪府大阪市

10月期 東日本対象 　令和5年10月 3日（火）～10月 6日（金） 千葉県千葉市

12月期
西日本対象 　令和5年12月12日（火）～12月15日（金） 大阪府大阪市

東日本対象 　令和5年12月19日（火）～12月22日（金） 千葉県千葉市

2月期

全国対象 オンライン形式
　令和6年 2月14日（水）～ 2月15日（木）オンライン形式と

集合形式の両方の
受講が必須

集合形式
　令和6年 2月21日（水）～ 2月22日（木） 千葉県千葉市

職場適応援助者支援スキル向上研修
【対象】 ジョブコーチとして１年以上の実務経験のある訪問型・企業在籍型職場適応援助者（ジョブコーチ）の方
【内容】 精神・発達障害者のアセスメントや支援方法、アンガーコントロール支援、意見交換、ケーススタディなど

第3回 全国対象 　令和6年 1月16日（火）～ 1月19日（金） オンライン形式

※申込受付期間終了分を除く

＜お問合せ先＞　
（オンライン形式・千葉県で実施する研修）職業リハビリテーション部 人材育成企画課　
 TEL：043-297-9095  E-mail：stgrp@jeed.go.jp
（大阪府で実施する研修）大阪障害者職業センター TEL：06-6261-5215 E-mail：osaka-ctr02@jeed.go.jp

職場適応援助者の養成・スキル向上研修

　◆訪問型職場適応援助者養成研修    
 　   （年６回）※うち４回は東日本と西日本に分けて実施

　◆企業在籍型職場適応援助者養成研修    
   　 （年６回） ※うち４回は東日本と西日本に分けて実施

　◆訪問型職場適応援助者支援スキル向上研修   
   　 （年３回）

　◆企業在籍型職場適応援助者支援スキル向上研修   
    　（年３回） 

　ステップ１　入門編・実践編 　ステップ2　スキルアップ編

職場適応援助者養成研修 　職場適応援助者支援スキル向上研修

　※職場適応援助者として1年以上の実務経験のある方が対象となります
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